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力は哀しみをのみ、もたらすものに思 
えた。運命とは、苦しみをのみ、生み出 
すものに思、えた。 

真宮寺さくら……。 

最愛の父を喪った、春の日であった。 

し力ゝしなカヾら…… 

さくらには、新しい友情が到来しつつ 
あった。さくらには、新しい地での新し 
v 、生活が訪れつつあった。 

少女は、運命に導かれたのだろうか？ 

それとも、少女は運命を乗り超えたの 
だろうか？ 

読者諸兄に、様々な感銘を与えるこの 
名作は、もちろん、あかほりさとるの筆 
によるものである。 
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35かほりさとる 


1965年3月8日、愛知県生まれ。 TV アニメ 「 NG 騎士 
ラムネ&40」「キヤッ党忍伝てやんでえ」「宇宙の騎士 
テッカマンブレード」などのシリーズ構成、脚本を務 
める。 1 ■小説•天空戦記ジュラト j で小説デビュー。 
現在ノリにノッているマルチ • クリエイター 

【電擎文率作品】 

ソーサラー狩り慯れつハンター血封印 
ソーサラー狩り爆れつハンター②魔法大工 
ソーサラー狩り煺れつハンター③ fc 輪以前編〉 
ソーサラー狩り爆れつハンター④ fc 輪十:〈後編〉 
ソーサラー狩り爆れつハンター⑤魔人形 
ソーサラー狩り爆れつハンター⑥淇衣の聖母 
ソーサラー狩り爆れつハンター Special ① 
ソーサラー狩り爆れつハンター Special ② 
ソーサラー狩り爆れつハンター Special ③ 
サクラ大戦前夜 
サクラ大戦前夜② 
サクラ大戦前夜③ 


まつばらひでのり 

イラスト:松原秀典 

OVA やゲームの作画、キャラデザ等で活躍の実力派。「ああつ 
女神さまつ j ( OVA ) 等多くの人気作品を手掛ける。本作「サ 
クラ大戦」でも総作画監督を務める。スタジオ糸びす所属。 


カバー/加藤製版印刷 
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(* は1998年8月刊行予定） 

発行:メディアワークス 
発売:主婦の友社 


大賞及び優秀作品は小社から出版されます。 


ゲーム感覚にあふれた、オリジナルの長編及び短編小 
説。ファンタジー、 SF 、 ミステリーほかジャン J レを問わず。 
ただし、特定のゲームタイトルを想定したものは不可。 
未発表の日本語で書かれた作品に限る(他の公募に応 
募中の作品も不可)。 


「長編」=400字詰め原稿用紙250〜350枚。縦書き。 
「短編」=400字詰め原稿用紙40〜80枚。縦書き。 
作品に以下の①②を明記した紙を添付の上、右肩をひ 
もで綴じて郵送すること。ワープ□原稿可(ただし、フロ 
ッピーでの応募は不可)。 

① タイトル、住所、本名、筆名、年齢、職業(略歴)、電話 
番号、何を読んで応募をしたのか、原稿枚数(ワープロ 
原稿、あるいは40◦字詰め以外の原稿用紙の場合は、 
400字詰め原稿用紙換算枚数ち併記)。 

② あらすじ (800 字以内） 


大賞及び優秀作品の作者は小社出版物のカバーなどで大賞及び優秀作品は小社発行のコミック誌に掲載されます。 
起用されます。 |||| ———■ 


フアンタジー、 SF 、 ミステリーなど、ジャンルを問わずオリ 
ジナルの未発表コミック。ただし、特定のゲームタイトル 
を想定したもの、および他の公募に応募中の作品は不可。 


ゲーム感覚にあふれた、未発表(他の公募に応募中の 
作品も不可)のオリジナ』 W 乍品。 


B 4 のカラーイラスト2点と B 5 サイズのモノクロイラス 
卜5点を1セットにして応募すること。 

表現方法(彩色、画材など)は自由。 CG も含む。 CG の 
場合には、使用ノ \°ソコンとツール(ノ (ージョンも)、データ 
ディスクのフォーマット形式を明記の上、データディスク 
とプ U ントアウトしたものを同封すること。 

♦応募作品には、別紙にセットのタイトル、住所、氏名、 
年齢、職業、電話番号、何を読んで応募をしたのかを 
明記して添付すること。 

作品を入れた封筒には「折り曲げ厳禁」と朱書きし、 
厚紙を入れるなどして補強すること。 


不問。ただし、将来的に小社出版物などのイラストレー 


ストーリーコミックは24〜41 P / ギャグ•コメディなどの 
シヨートコミックは10〜1 6 P を2本以上/4コマなどの 
コマコミックは1◦本以上。 

原稿寸法はタテ270ミリ、ヨコ180 
ミリ(図参照)。 B 4 サイズの画用紙 
かケント紙に、黒インクか墨汁で描 
くこと。薄墨や着色は不可。作品に、 

タイトル、原稿枚数、住所、本名、ペン 
ネーム、年齢、職業(略歴)、電話番 
号、何を読んで応募したのか、を明！- 230、 260 mm 
記した紙を添付して応募すること。 




♦1 999年4月10日の締め切り後、一次と二次の2度 
の選考を行い、最終候補を選出する。 

♦1 999年7月下旬に選考委員により大賞及び各賞の 
受賞作品を決定する。 


♦安田均(作家） 

♦深沢美潮(作家） 

♦広井王子(作家） 

制尹藤和典(脚本家） 

♦佐藤辰男(メディアワークス社長） 


♦1 999年4月10日の締め切りの後、一次選考を行い、 
最終候補を選出する。 

♦1 999年7月下旬に選考委員により大賞及び各賞の 
受賞作品を決定する。 


♦天野喜孝(イラストレーター） 
♦出渕裕(イラストレーター） 
♦衣谷遊(漫画家） 

♦宮野洋美(電撃文庫編集長） 


紅先 

最終締め切り 
発表 


|応募の 

捉 


tIOI -8305 東京都千代田区神田駿河台 1-8 東京 YWCA 会館(株)メディアワークス 
r 第 6 回電撃ゲーム 〇〇〇 大賞 i 係 

1999年4月10日(金) (当日消印有効） 

籲 1999 年 8 月〜 9 月に発売される「電擊 J の各誌上 
『電擊 NINTEND 064; r 月刊電擊コミ、:^ガオ! i F 電轚 G's マガジン：：電擊 PlayStation 」 
f 電擊 SEGASATURN 』 『電擊王：電撃 B-magazinej f コミック電擊大王 j 
•メテ V アワークスのホームべ—ジ上 http://www.mediaworks.co.jp/ 

♦ラジオ「電撃大賞」(文化放送、ラジオ大阪） 

※複数応募可。ただし、1作品(イラストとコミックは1セット)ずつ別送のこと。応募作品は返却 
しません。選考に関する問い合わせは不可。 

※受賞作品の著作権(出版権、ゲーム化権、映像化権、その他副次商品化権を含む)は、株式会 
社メディアワークスに帰属します。 


1999年7月末の最終選考に向けて、4回の予選を行う。 
予選のスケジュールは以下の通り。 

•第1回締め切り • 1998年7月10日 
(通過者発表、ガオ！11月号〈9月27日発売〉） 

•第2回締め切り • 1998年10月10日 
(通過者発表、ガオ！ 2月号<12月27日発売〉） 

•第3回締め切り • 1999年1月10日 
(通過者発表、ガオ！ 5月号〈3月27日発売〉） 

籲最終締め切り • 1999年4月10日 
(通過者発表、ガオ！ 8月号<6月27日発売〉） 
♦それぞれの予選で最終候補を4〜5作品選出する。 
♦予選を通過した約20作を対象として、1999年7月末 
に選考委員により大賞及び各賞の受賞作品を決定する。 


♦永井豪(漫画家） 

♦雨宮慶太(映画監督） 

♦押井守(映画監督） 

♦佐藤辰男(メディアワークス社長） 

I 特典各予選を通過した最終候補には5万円の賞金を贈る。 
優秀な応募作品は作家および編集者のアドパイスが受けられ 
る（もちろん、その後、何度でも予選に応募できる)。 

•各予選のアド V (イスをする作家(敬称略） 

♦第1回予選:真鍋譲治♦第2回予選:ビトウゴウ 
♦第3回予選:あかほりさとる 
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電撃ゲーム小説大賞 電撃ゲームイラスト大賞電撃ゲームコミック大賞 
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第4回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉受賞 


第4回電撃ゲーム小説大賞く金賞〉受賞 


第4回電撃ゲーム小説大賞〈大賞〉受賞 


第3回電撃ゲーム小説大賞〈金 


第3回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞 


第2回電撃ゲーム小説大賞〈大賞〉受賞 


1回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉受賞 


回電撃ゲーム小説大賞〈金 


回電撃ゲーム小説大賞〈大賞〉受賞 


作品 


大賞 
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作•注 S 作 


選考委員(敬称略) 


選考委員(敬称略) 


選考委員 (敬称略) 


選考方法 


選考方法 


選考方法 


応募資格 


応募資格 


応募資格 


応募規定 


応募規定 


応募規定 


募集内容 


募集内容 


募集内容 

































































ぼくらの新しいエンター•テインメントは「ゲーム感覚」がキーワード。 
“3大賞”は小説、コミック、イラストでまだ見ぬきみの創造力を募集中!! 
メデ<アを超えた感性を今こそ世界にはばたかせよう！ 

無限なる才能を解き放て!! 



•賞 (各部門共通） 

大賞 （ 1点)=正賞+副賞1〇〇万 n 
金賞 （1 点)=正賞+副賞50万 R 


最終締め切り 

1999年4月10日 (当日消印有効) 


応募先 

亍 101-8305 東京都千代田区神田駿河台1 一8 
東京 YWCA 会館(株)メデ V アワークス 
『第6回電撃ゲーム大賞 〇〇〇 部門』係 


銀賞(数点)=正賞+副賞30万円 


©MEDIAWORKS 

Art Direction/Kazuo Takagi 
Design/Seventh Heaven s Graphic 
D.T.P. Operation/Taka shi kohno 
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サクラ大戦 


前夜 
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あかほりさとる 


監修•原案/レッドカンパニー 
セガサターンソフト「サクラ大戦」より 

©SEGA ENTERPRISES, LTD ©RED 1996 











サクラ大戦前夜③ 


あ力ほりさとる 

カバー•口絵•本文イラスト/松原秀典 


監修•原案/レッドカン。ハニー 
セガサターンソフト「サクラ大戦」ょ 


本文デザィン/小林博明 


第六話 


転太正浪漫は続く 


あとがき 
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少女は必死に涙を こらぇて いた。 

年のころは十二、三。肩までの髪に、着物と袴姿のかわいらしい少女だ。 

その顔が、今にも泣き出しそうな表情になつている。涙をこらぇ、嚙みしめる唇が痛々し 
、〇 

本来ならば声をあげて泣きたいのに違いなかった。しかし、泣けなかった。少女の前に立 
つ ある 人の表情が、少女に泣くことを許さなかった。 

彼は笑っていた。いや、微笑んでいたといったほうがいいか。彼の運命、宿命……そうい 
ったあらゆるものが、この微笑みの前で力を失っていた。彼はすべてを受け入れ、そしてそ 
のすべてを持つていこうとしているのだ。 

彼の名は真宫寺一馬。少女の父である。 

帝国陸軍軍人。階級は大佐。 

少女の名は さくらと いつた。 

「さくら……それに 母上、若菜、権爺……」 





15 第六話 


一馬は さくらのほうをじつと見つめていた。さくらと、その後ろにいる者たちを。 
さくらの 背後には人が四人い る。 

鈹だらけの 顔 (:重々しい風格漂わせる小柄な 老婆。 貞淑さと意志の強さを 感じさせる 和服 
の婦人。人の良さそうな雰囲気を持つ小柄な老人。 

一馬の母であり、さくらの祖母でもある真宫寺家当主、桂、一馬の妻である若菜、 そして 
真宮寺の家でずっと雑務をこなしてきた岩井権太郎。 

最後の一人は軍人であった。階級は中将。 

「米田中将……」 

陸軍対降魔部隊隊長の米田1基である。 
n 馬……」 

一馬は静かに米田に向かって頭を下げた。それに対し、米田はゆっくりと手を g げ、敗似 
した。 

「あなた……」 

若菜 もさくらと同じょうに必死に涙をこらえているょうに見えた。気¢5なまでに ¥ r » f を新 
おうとしている。それが 真宫寺家の妻た る 者の 当然の務めとばかりに。 

桂の表情は窺い知る ことは できない。桂の皺だらけの顔は f :®2 と- tl 把 変わりなく見えた。 
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が、その細い目は1ず馬の顔を捉ぇて離さなかった。我が子の運命を最後までしっかりと見届 
けようと。 

k 順……齡か ら撤般 と 呼ばれる 老人は11 しみと 憐れみの入れ混じった表情で事態を 
見つめていた。権爺は一馬だけを見ているのではなかつた。一馬はもちろん、それを見送る 
真宮寺家の者たちすべてをその視界に入れていた。 

そこは真宮寺家の屋敷の裏である。普通の家ではなかなかお目にかかれないものがそこに 
は ある。 立ち並ぶ墓。敷地内に墓地があった。 ナ 

真宮寺家の者たちが立っている場所は、その中のもっとも大きな墓の前たった。人の背丈 
ょりも 大きな墓は、 しかして 不思議なものがついていた。墓の下石がずれた ょうにな ってい 
て、地面に現れていたのは地下への階段であった。 

そして、その真ん前に一馬は立つていた。 

「お . お父さ…ま . 」 

さくらが 必死になつて一馬に呼びかけた。もう一馬を止められないことは さくら もわかつ 
ていた。一馬は相変わらずやさしい微笑みを さくらに 向けている。 

「さくら ……剣の修行に精を出せ」 

「は、はい」 






17 第六話 


さくらの涙腺はぃよぃよ爆発直前だった。目は大きく見開かれ、最後の一線で必死 (: It /: ぇ 
ている。 

「母上、お身体にお気をつけて」 

「 . 」 

桂はなにごとか言う が、 それは他の者にはよくは聞き取れなかった。しかし、一馬はわか 
つたらしく、スッと小さく頭を下げた。 

「若菜……さくらを頼む」 

「はぃ……」 

若菜との間に も それ以上の会話は なかっ た。いや、もう言葉な どいらな かったのか もしれ 
ない。一馬の生きてい^姿が、その息づかいが、若菜に とってなによりも 大切なもので あっ 
た。 

「権爺、皆をこれからもよ5. しく」 

「わかりました、 一馬様。 いつてらつしやいま 
いつてらつしやい —— 旅の無事を祈る言葉だ。権爺に とつて、今から 一馬が やろうと して 
いることは 旅に相違な かつた。それがたとぇ 戻らぬ旅で あつたとしても。 
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一馬は一同に背を向け、地下への階段に足をかけた。 

その光景を さくらはじつと 見つめていた。が、 そこに 現実感があつたかどうか。まるで夢 
のことのょうにさくらは 思いたかつた。それが たとえ 悪夢だとしても。 

|馬の姿がゆつくりと地下(:消えていく。 

完全(:姿が見えなくなつ たと き、さくらは初めてわかつたのだ。それが夢で も 何でもない 
ことに。 

「お父 様！」 

さくらは叫んだ。 

目から戻が噴き出― } て^る。 

「お父 様！ お父 様！ お父 様！」 

墓(:駆け寄ろうとした さくらの 身体を若菜がつかんだ。 

「いけません、さくらさん」 

「お母様…… ！」 

見れば若菜も泣いてぃた。 




19 第六話 


墓石がゆっくりと動いて階段を塞ぐ。 

「お父様……」 

若菜から離れ、さくらは墓石にすがりついて泣いた。ずっとずっと泣き続けた。 
どのくらいの時が経っただろぅか。 

さくらの耳に小さな小さな音が飛び込んできた。 

チリン . チリン . 

鈴の音だ。 

それが現世と一馬をつなぐ唯一のものだった0 

「お父様……」 

その 音を聞きながら、さくらは涙を流し続けた。声はあげなかった。声を出せば その鈴の 
音がかき消されて しまぅ と思ったからだ。 

若菜も桂も権爺も、そして米田もだれもその場を動かなかった。 

鈴の音はやがて三日の後、消ぇた。 
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おぅしゆぅせんだい 


時に太正七年三月、奥州仙台でのことであった。 


帝都東京は霊的に祝福されているという。 

東京—— その 1日、江戸と呼ばれた この 地は徳川家康によって日本の新たな首都として開か 
れた。無論、江戸と いう 町は その 昔からあったが、首都として徹 SC 的な改造が行われたのは 
このときのこと であつた。 

家康はまず豪！ f 絢紐たる江戸城を造り、河川の流れを変えて、町に運河を巡らせた。 

江戸城！^は、！^の？女±1城や2!心の大坂城(このころはまだ"が正しい)に比べ 
てもひ一と！!巨大であった。それは信長•秀吉の時代を知る民衆に対して家康の力の誇示といっ 
て もよ い。 

河川の流れを変えたのは海運のためと水難から江戸の町を守るためだ。例えば利根川など 
は本来江戸！？(東京湾)に注いでいたのをわざわざ直接太平洋に面した犬吠埼に流れ出るよ 

なんしよ ばうそう おき さ 

うに変えている。これは奥州からの船が、海の交通の難所、房 総 半島沖を避けて、利根川か 
ら江戸川に入り、直接江戸の町にたどり着けるようにしたの だ。 
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運河も輸送のためだった。まだ トラック や鉄道の ない 時代、もっとも大量の物資の輸送手 
段は船だった。運河を張り巡らせる ことによ って、町のどの場所にも多くの荷物を運べる よ 
うにした ので ある。 

こうした物理的な改造に加え、家康は江戸に霊的な改造も施した。 

一っには風水や陰陽道でいう、『四神相応』がそれである。四神とは、北の釭の射 
体に蛇が巻きっいた神獣)、南の朱雀(赤で象徴される鳥の神獣。鳳凰。火の鳥)、東の W ? 
龍、西の白虎で、北に山があると玄武が棲み、南に池や沢があると朱雀が、東に#！:がある 
と青龍が、そして西に大道があると白虎が棲むと言われていた。古代の都市づ くりは これに 
準じて造られるのが普通だった。もっとも厳密に北、南、東、西にこだわる必要は なく、 要 
は四神の配置が四方にちやんと行われていればよかった。 

江戸の町では、江戸城を中心に、西(:麴町台地がある。これを玄武と考え、北の！^を青 
龍、 そして 東の江戸湾を朱雀、最後に南の東海道を白虎と 考える のが普通だった。 

もっと マクロな 考え方も ある。 日光を 中心とする 北の 山々 を玄武 とすると、 南の江戸湾 
(東京湾)は朱雀、東の利根川が青龍で、西の中山道•東海道が白虎と なる。 江戸の町は四 
神によって見事に囲まれて いるのである。 

よく知られているとおり、日光には初代家康を大権現として祭る日光東照宮があり、玄 




武の地の支えとなつている。 

この江戸日光のラィンから艮の方角、すなわち北東には水戸がある。北東とはすなわち、 
魔がもっとも入りやすい鬼門の方角。江戸幕府はそこに御三家の一つ水戸徳川家を置いてい 
た。 

だが、江戸の町の呪術的守りはそれだけに止まらなかった。鬼門のラィンにあり、幕府 
が最も警戒した奥州の地 —— 仙台にもその仕掛けがあった。' 

日本を守る一族のぅちの一家をそこに移住させ、呪術的な要としたのだ。 

これらの仕掛けは明冶の世となっても脈々と生き続け、帝都を支えていた。 

3 

真宮寺さくらは明冶三十八年(一九〇五年)七月二十八日に真宮寺家の長女として生まれ 
た。父は真宮寺一馬、母は若菜。 

幼い頃から快活な少女で、病気になつたこともほとんどなかつたといぅ。 

真宮寺家は仙台市内でも目立つ旧家であった。市の南(:ある屋敷は広く、見る者を圧倒す 
る。先祖は仙台藩すなわち伊達藩士の一人だが、不思議なことにこれほどの家屋敷を構えて 



23 第六話 


いながら藩の歴代の要職者にその名はなかった。別に商売をやっていたのかとい ぅとそぅ で 
もない。不思議な家であり、そのことはしばしば藩内でも噂になったが、特に深く^! する 
者はなく、いつしか噂は立ち消ぇとなった。 

真宮寺家の特殊性がふたたび人の目に触れたのは戊辰戦争のころのことであった。仙台藩 
は奥羽越列藩同盟の盟主として、薩長の征東軍と対峙した。しかるに運なく敗れ、戦後5<,| 
は半減したが、これは奥羽越列藩同盟の盟主としては寛大な処理と言わざるを得ない。かの 
会津藩の過酷な戦後処理を見ればそれは明白であった(会津藩は敗戦後、厳冬の4^*2で三万 
石をもって存続を許されたのみだった)。このとき、藩の上層部の間ではまことしやかな噂 
が流れた。真宮寺の存在が藩の運命を決定づけた、と。 

「そろそろお暇します。長い間居着いて しまつて申し訳ありませんでした」 

広い和室の中央で、米田がぺコリと頭を下げた。米田と向き合う形で賠の，の前には挺 P 
座つている。眉|つ動かさない桂はまるで置物の よう だ。その横には若菜がいる。 


桂が若菜に何事がささやいた。 

若菜が米田のほぅを見て、静かな口調で言ぅ。 
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「義母が言つています。米田様、なにもかもありがとぅございました、と」 

「私 ( i 別になにもやってませんょ。といぅょりも、むしろ一馬 . いえ、真宮寺君がああな 

つてしまつたことに関して責任があるわけですから」 

「 . 」 

かつら , 

またも桂がなにかをささやく 

「義母は米田様たちの苦労を考えればなにほどのこと、と言っております。一馬が死ぬのは 

運命だったと。当家に生まれた者の当然の運命 . と」 

ゎずかに啟,の声が*4えていた。気丈な様子を保っているが、夫がこの世から消えてまだ 
数日のことを考えればあたりまえと言えた。 

「 . 」 

•影な® t 持ちで、米田は若菜を見ていた。強い、真に強い。これが妻である強さ。運命を 
知っていた者の強さか—— 

「私は東京に戻ります。真宫寺君の意志を継いで、まだまだやらなければならないことがあ 
ります力ら I 

米田はゆっくりと立ち上がった。 

「時にさくら君は . ？」 
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「さくらはあの日 以来、 ほとんど部屋から出てきません。今はそれも仕方ないと思つており 
ます I 

「そうです力 . 」 

米田は踵を返して歩き 出そうと した。 

その米田の背に若菜が声をかけた。 

「もし、米田様」 

「えつ？」 

振り向いた米田の 目に 飛び込んできたのは、若菜の強い意志の力を 感じさせる«? だった。 
「やがて さくら も、 とお考えです か」 

言葉にきつい調子はない。しかし、その言葉の なんと 重い ことか。 

「 . 」 

米田は愕然とした表情で若菜を、 そして 桂を見た。若菜も桂も それ以上なにか言う ことは 
なかつ た。 

「失礼します」 

米田はそれだけ答えると、頭を下げてその場を辞去した。若菜の言葉の意味が米田の心に 
重くのしかかつていた。 
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4 


さくらはボーツ と障子の隙間から庭を見ていた。 

その®置からは庭に咲いた桜の木がよく見える。満開であった。 


毎年、その桜を見ながら家族で過ごすことがさくらの楽しみであった。 

父は静かに酒を飲み、母はその傍らに寄り添っている。祖母はただ座って桜を見つめたま 
ま動かない。衝爺が料理を運んでくる。炊き込みご飯だ。それをさくらが頰張っていると、 
父がさくらの ほぅを 見て微笑んでいるのがわかる。父一馬の笑みがさくらの視界いっぱいに 
広がって—— 

「あ……」 

いつしか またさくらは 泣いていた。涙が後から後から頰を伝つていく。 

「お父様……」 

思わずつぶやきがもれた。あれから何日が経ったのだろぅ。父が自分の前から姿を消して 
から。 
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さくらに とって、それは青天の霹靂だつた。父 ほど 強い者はこの世に いないと 思っていた0 
父が帝国陸軍の対降魔部隊に配属されたとき、それが どういう 部隊なのかもおぼろげながら 
聞いた。しかし、それでも父が危険だとか負けるだと かそういつたことは 考ぇた こと もなか 
つた。それはあつてはならない こと だつたのだ。 

しかし、父は傷つき戻ってきた。その 日から 三ヶ月の後、最後の別れを する 日まで、父は 
ずっと病床に伏せたままだった。 

「なぜお父様が こんなことに . ？」 

さくらは 運命の理不尽 さを 恨んだ。 けれど やがて気づいた。 自分と 当然 同じだろうと 思っ 
ていた母や祖母の思いが違っ ている ことに。母も祖母も、 そして 父で すら、このことは 当然 
の運命と受け止めて いるょう だった。 

(なぜなの . ？ お父様がこうなることが運命だったというの？) 

母に、祖母に、そして父にその疑問をぶつけてみた。 だれもち やん とは 答ぇて くれな かっ 
た。いや、ただ父だけは静かにうなずいたが。理由までは言わなかった。 

(お父様、なぜ？なぜお父様はそんな安らかな顔をしていられるの？お父様をこんな目 
にあわせるなんて許せない！お父様を……お父様を…… ) 

さくらの 心の乱れを知ったのか、病床の父は さくらに 向かって一度言っ たこと が ある。 
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「なにかを憎んではいけない。憎しみからはなにも生まれない . 」 

「ぉ父様……!?」 

「私は運命を素直に受け入れた。けれど . おまぇは自由にしなさい。自分の思つたとおり 

に生きなさい」 

「お父様 . どういうことなんですか？ お父様 . ？」 

けれど、一馬は結局答ぇてはくれなかつた。 

微笑むのみ。 

「お嬢様、そろそろお寒うなつてきました。ここを閉めますぞ」 

権爺の声が響く。 . 

その声でさくらは現実に引き戻された。 

すでに子の間か^^色の陽の光が差し込んできていた。桜の木の陰に陽は沈もうとし 
ている。 

「権爺、このままでいいの……」 

さくらは答えた。 


障子の陰にいた権爺はなにも言わずに静かに立ち去つつた。 
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すつ かりと 暮れき るまでさくらは 桜の木を見つめていた。やがて闇がすつ ぽ りと すべてを 
覆い尽くしとき、さくらは障子を静かに閉めた。 

5 

仙台城の北の方角、広瀬川ょりもやや北に大崎八幡神社はある。仙台藩祖.！^]&!歡が ai 
立したもので、伊達藩の守護神が祭られて いる 神社であった。 

急な階段を上って、本殿にたどり着くと、そこにも数本の桜が あった。 中でも一本は大き 
く立派な桜だ。かなり樹齢が経っている。 

人影は ない。 四月に入っているとはいえ、夜は寒く、夜桜見物としやれ込むのは少々きつい 0 
それでも物好きな人間はいるとみえて、夜も更けてしばらくして境阿に人の姿が現れた。 

I 寒い……やっぱりまだ寒いベえ」 

男たちだ。ひい、ふう、みい……数は三人。 

赤い顔をしている男もいる。どうやら酔いにまかせてやつてきたらしかつた。 

「帰ろうぜ。だれだ、夜桜見物だなんて言い出した野郎は！」 

「うるせ え！ 俺は桜を見るって言つたら見 るんだ！ 一 
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少しばかりもめながらも男たちは本殿のほうに向かって歩いていく。やがて例の大きな桜 
の木の前までやってきた。 

「おう、これこれ」 

「これが大 f の蛇桜か？ I 

「そうよ。 昔、蛇の化け物がこの桜の木に吸い込まれたって話だ」 

「蛇の化け物ねぇ……」 

男たちはしげしげと桜の木を見つめていた。 

桜の木は古来より化け物を喰らうと言われている。不思議な樹木。魑魅魍魎の類と桜を結 
びつける文献は多い。 

「なんだか……な」 

このと き、男たち もな にか不気味な感覚にとらわれていた。赤かった男の顔色 もす っかり 
元に戻っている。酔いは完全(:醒めていた。 

「ぃ、行こうぜ」 

背筋に冷たいものを感じ、男の一人が桜の木から離れた。 

「お、おい、待てよ」 

慌ててもう一人が追いかける。 
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最後の一人はそれでもしばらく桜の木の前に立っていたが、二人が離れた ことを 知ると、 
焦ったようにその場を離れようとした。 

「待って くれ！」 

そのとき だ。 

ヒユン . 

桜の木の根元から長細い光のようなものが飛び出した。 

「えっ？」 

背筋にぞわっとしたものが走る。遅れていた一人が振り返ったのは、 ちようどその 細長い 
ものが飛びかかってきたときだった。 

「ぎやああああああああああああ あっ！」 

男の悲鳴が境内(:響きわたった。 



眠れなかった。 

一睡 もすることができな かつた。 

さくらは 布団の上に身を横たえたまま、 じつと 天井を見つめて朝まで過ごした。睡魔は一 
度 も 襲っ てこな かった。 

張りつめた神経は外へとは向かわず、すべて内に籠もってしまっている。 

時には涙も出た。そんなときは ぬぐおうと もせず、流れるにまかせていた。布団に I つや 
二つ染みができたところでなんだというのだ。 

一馬の鳴らす鈴の音が消え、すでに一昼夜が経っていた。 

さくらは 結局、あの父との別れの後、墓のそばに近寄ることができなかった。もちろん禁 
じられていたわけではない。足が どうしても そちらを向かなかつたのだ。 

鈴の音が消えたことは権爺から聞いて知った。 

その瞬間は涙が出なかった。ただ呆然と権爺を見つめただけだった。いや、その瞳には権 
爺の姿は映っていなかった かもしれ ない。あったのは空虚な空間。それだけ。 
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「お父様……」 

つぶやきがもれる。 

同じつぶやきをいったい何度発したことだろう。 

夜中、心はざわついていた。からっぽであったり、父との思い出が走馬燈 のように 起った 
り、はたまた、見た覚ぇのないわけのわからぬ 目を そむけた くなるような 光景が浮かんだり 
と、安らいだことはついになかつた。 

特に目をそむけた くなるような 光景と いうの が妙に リアル だった。 

人がバタバタと死んでいき、真っ黒な怪物が その 死体を噴らっている。見るだけで配慰 
を感じさせる その 怪物は、大きく裂けた顎を持っていて、 そこには 銳い歯が無数に並んでい 
る。死体を喰らうとバリバリと音が出て、口が血で真っ赤に染まる の だ。 

悪夢 ともいうべきその 光景が 頭(:浮かんだときは、さくらの身体はなぜか硬直し、動かせ 
たのはまぶただけであった。必死に目をしばたたかせ、頭に浮かんだ妄想を振り払う。 その 
後、呪縛が 解けて身体を動かすことができるようになっても、心の底になにか：！!酎したよう 
な感覚はしばらく残った。 

(あたしの心…：.乱れてる .) 

明け方になって、 さくらの もとにもよう やく 睡竈が やつてきた。 
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だが、まだ心の乱れが収まったわけではないょうだった。 

(これは夢 .？) 

漆黒の空間にさくらは立つている。 

目の前にも人がいる。さくら。自分自身だ。 

さくらの前に立つのは冷たい表情のさくら。十三歳と.いう年齢にしては大人びていて、父 
の死を^ rs (: 事実として受け止める自分。そんな_分が、焦り悶える_分を冷ややかに見て 
ぃる。 

(あたしは…… ) 

(心が乱れてるわ、あたしは…… ) 

(だってお父様が死んだのょ！) 

(だからなんだって言うの。生きている者はいつかは死ぬ) 

(なんでそんな こと 言える の！ 信じられない！平気なの!?“ お父様が . お父様が . 

お父様…… ) 

(現実を直視しなさい。お父様が死んだからこそ起こることもある) 

(えつ!?なに、あなたはなにを言つているの .？) 

もう一人のさくらは硬い表情で自分を見つめる。 
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(あなたはいつまでも泣いてなんかいられない。いてはいけない。それはあたしが一番ょく 
わかる) 

(あなたはなにを言つてるの？) 

(あたしはあなたの運命を知っている。だって自分の こと だから。あなたは戦わなければな 
らない。あなたは自分の行く道を切り開かなければならない) 

(なに……なんなの？ 怖い .) 

(怖がっ ていてばかりではいけない。なぜならこれからは 怖い ことばかり起こるから) 
(いやっ！お 父 様！お 父 様！) 

(あなたは戦わなければならない……戦わなければ……戦ぇ、 さくら！) 

最後の言葉を聞いたとき、さくらはもぅ一度目の前の自分を見た。 

そこに自分の姿は消ぇ、代わりに立っていたのは—— 

(お父様！) 

一馬が真剣な表情で言った。 

(さくら . 戦っ て生き抜け！) 

きび くちょぅ 

厳しい口調。 

だが、 その 言葉の なんと 熱い ことか。 








いきなり意識が覚醒した。 

數の中の1馬の言葉がまだ頭の中をぐるぐると回つている。 
あたりは暗い。 

さくらは 布団から起き あがる と、廊下に出た。 

雨戸を開ける。 

ギシイイイイイイイイ . 

外もまだ m 喘かった。 

ただわずかながら東の空に光が見える。夜は明けょぅとしている。 
が、北に目を向けた とき だ。 

「ぁ……」 

さくらは 背筋に薄ら寒いものを感じていた。大気の寒さではない。 
もつ と精神的なそれだ。 

「あれは . 」 
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そつちには桜の木がある。が、問題は さらに その上だ。 

桜の木の向こうに広がる北の空。そこは闇に包まれていた。 

漆黒のなにかが広がつ ている。そして、さくらはそこにいるな にかが自分の ほうを 見つめ 
ているょうな 錯覚に とらわれた。 

〈おまえ か . 〉 

そいつが言う。 

〈おまえさえいなければ . > 

はつきりとそんな声が聞こえる。 

「なに？ なんなの . ？」 

さくらは身震いしながら思わず叫んでいた。 

じ上ラさま 

「ぉ嬢 様！」 

さくらを現実の世界に引き戻したのは権爺の声だった。 

竹箒を持った権爺が柔和な笑みを浮かべ、いつの間にかそばに立っていた。 

「まだ朝は冷えますぞ」 

「ぁ、権爺」 

「どうかしま -L たか」 
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「 . ううん、なんでもないの」 

「もうし ばらく お休みください。爺は庭を掃いておりますで」 

「う うん- 

さくらが部屋に戻るのを権爺はじつと見つめていた。 

やがて障子が閉められると、権爺は北に目を向けた。表情から笑みは消えている。 

「旦那様がお隠れになるとすぐに . 」 

権爺が険しい表情でつぶやいた。 

7 

太陽がすつかり昇り切つ たと き、さくらはふたたび目を覚ました。 

朝六時。 

着替えて井戸端に向かう。 

「ゎ……」 

顔を洗う水はまだ冷たい。 

身支窆を 整えると 仏間へ と 向かつた。 ここに行くこと だけはどんな日も欠かすわけにはい 
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かない。 


仏壇に向かって手を合わせる。そこには真新しい fc 牌があった。 

だいぶれつとうじんこ じ 

『大武烈刀神居士』 

一馬の戒名である。 

「お嬢様、朝の膳の準備が できました ぞ」 

ちょうど 手を合わせ終ぇると、廊下に権爺の姿が あった。 権爺は いつもこうなの だ。気が 
つくとそこにい る。 

「はい」 

さくらは母と祖母のいる食事の間に歩いていつた。 

食事が 始まつて少ししたときだつた。 


祖母の桂がさくらを見てなにかを言ぅ。 

残念ながらさくらにはまだなにを言つているかよくわからない。十三年一緒に暮らして き 
てもまだだめなのだ。 
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若菜が それを 聞き、 さくらに 言つた。 

けん け.いこ ばあさま 

「さくらさん、今日から また剣の稽古を やるように お婆 様が おつしやつています」 


さくらは 答ぇなかつた。 

か一ず Sr が死んで以来、さくらは剣を持つことはなかった。死ぬ間際の一馬に「精を出せ」と 
言われたにも関わらず。 

(ぉ父様…… ) 

剣の稽古をすればどうしても一馬のことが思い出されてしまう。 

さくらに 剣の手 ほどきを したのは一馬だ。一馬は さくらに 己の持つ技量のすべてを教ぇ込 
もうと した。いつも さくらに 優しい父も、剣の稽古のときだけは人が変わつたょう(:厳しか 
った。 

「さくらさん」 

若菜の呼びかけは強い口調ではなかったが、そこには有無を言わさぬ力があった。 
いつものさくらなら、その言葉だけで「はい」と返事をしてしまつたことだろう。 

「あたし……」 

しかし、この日は違つた。 
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「できませ /tl 


「あたし、できないんです。お父様が死んでから、剣をさわることができないんです」 


「いつたいあたしはなぜ剣の稽古をしているのですか？なぜ？」 

さくらは長年思つてきたその疑問を初めて口にした。子供に とつて 剣の稽古は 厳しくつら 
いものだ。しかし、一馬がいたころは耐ぇられた。大好きな父と ともに できるのなら。けれ 
ど、一馬がいなくなつて、さくらは初めてその本質を知りた くな つたのだ。なぜ自分は女だ 
てらに剣の稽古をさせられているのか、と。 

「 . 」 

また祖母がなにかを言う。 

「お婆様はおつしやつています。今はまだ知らなくともよい、と」 

「そんな . 」 

「さくらさん、剣の稽古をなさい。これは亡きお父様からの言いつけでもあるのですよ」 

「 . でも、お父様がいなくなつてしまつた今、だれに習ぇばいいというのですか!?」 

反抗するような口調でさくらはなおも言つた。一馬の死が、さくらの心に微妙な変化をも 
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たらしていた。 

「歐ッ！」 

その鋭ぃ声が響ぃたのは次の瞬間だった。 

心の奥底まで突き通すょうな銳ぃ一声。桂の声だ。 

「お、お婆様!?」 

さくらはその 声に あてられたょうに、 思わず背筋を伸ばし祖母を見る。 

桂の様子は いつもと いっさい変わっていない。が、発せられた気がピリピリとさくらの肌 
を，す。 

「さくらさん、お婆様は怒っておいでです。剣とは人から習うものではない、と。自らの心 
.に すべてが ある、 と」 

「えつ .？•—. 

さすがにそれは十三歳のさくらには難しすぎたかもしれない。 

さくらは不安そうな表情で桂と若菜を見た。 

「わかりましたか、さくらさん J 


今度は返事ができなかった。真剣に意味が理解で^なかったのだ。 
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「あたし……」 

「剣の稽古をなさい」 

一瞬の沈黙。 > 

だが、今日の さくは 頑なだった。 
r . いやです！」 

さくらは 一礼すると、 その 場から走り去つた。逃げ出したのだつた0 


走り去るさくらに対して、桂 も 若菜 もなにも 言わなかつた0 

じ J : ろさま 

「お嬢様……」 

C んじい くちよう 

権爺だけが同情したような口調でつぶやいた。 


桂がまたなにかを言ぅ。 

今度は若菜と権爺の表情が変わった。 

桂はこのとき、こぅ言つていた。 

「さくらに表ではなく、裏の北辰一刀流を習わせょ」 








北辰一刀流とぃうのは、幕末のかの千葉周作成政が開ぃた流儀であり、北辰一刀流の神 
田お玉ヶ池道場は、文政天保を通じて江戸屈指の道場として栄えた。 

いとういつとうさいかげひさ そ 

そもそも一刀流は戦国期に現れた伊藤一刀斎景久を祖とする。 

彼の門弟である御子神典膳こと、小野次郎右衛門忠明は、徳川家康に禄三百石で召し抱え 
られた。ここに、一刀流は新陰流と並んで将軍家のお流儀として天下に重きを為し、全国に 
栄える ことと なつた。 

一刀流からはその後様々な流派が生まれるが、その中で小野派一刀流の小野次郎右衛門忠 
方の門人で中津藩士中西子定が始めた中西派一刀流から浅利又七郎義信が洩れる。長くなっ 
たが、彼こそが千葉周作に一刀流を教えた人物だった。 

浅利の覚えめでたくなった周作は一時期養子となって彼のあとをまかされる。が、その後 
意見が合わなぃことがあって、周作は破門された。これは周作のほうから流儀の伝書や系統 
を返して親子の儀を絶っ たと 伝えられる。 

そふ むそうりゆう しゆしやせつちゆう そうせつ 

やがて周作は祖父がはじめた北辰夢想流と一刀流を取捨折衷して北辰一刀流を創設した。 
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千葉周作の剣に関しては、司馬遼太郎が『北斗の人』の中で「剣法から摩詞不思議の言 
葉を とりのぞき、 近代的な体育力学の場で新しい体系を開いた」 と 書いて いる。 合理的な彼 
の剣は新しき剣と目され、それを習いに全国から若人が集まった。 

さか もとりよ うま やまおかてつしゆう きよかわはらろう しんせんぐみ やまなみけいすけ とうどう/いすけ 

坂本龍馬、山岡鉄舟は言う(:おょばず、清川八郎、新選組の山南敬助、藤堂平助、さら 
には伊東甲子太郎ら、幕末を駆け抜けた男たちの多くがこの門から出た。 

千葉周作自身は安政二年(一八五五)に六十三歳で死亡してぃる。それまでに免許皆伝、 
目録をもらった者は数多いが、その中(:真宮寺龍馬の名があった。 

真宮寺龍馬。一馬の父である。 

せんで、 J よんし -こ/: CS 

仙台藩士であった真宫寺龍馬が千葉周作の門を叩いたのは十八歳の頃のことという。ちな 
みに一馬は龍馬五十歳の頃の子供であり、かなりの高齢になって授かった子供といぇる。剣 
の道一筋に明け暮れた男は晩婚であった。 

しかし、なぜ仙台藩士の真宮寺龍馬がわざわざ千葉周作の門下生と なった のであろうか。 
仙台藩には戦国期から江戸初期の剣豪、松林左馬助が立てた願立流が代々伝ぇられてぃた。 
しかも、龍馬は江戸詰めではなく、国許の藩士である。江戸に出るには相当な理由が必要で 
あった。 

それほどまでに龍馬が望んだものとはなにか。神秘主義を排除し、合理主義の中から生み 
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出された北辰一刀流になにか隠された秘密があつたとでもいぅのか。 

9 

さくらは祖母たちの前を飛び出すと、部屋に戻らず、まつすぐ裏の墓地へと向かつた。 
一馬を見送って以来、初めて墓地に入る。 

行く先は もちろん 一馬の墓の前だ。 


さくらは 一馬の墓の前でもう一時間も立ちつ くして いた。 

さくらは 一馬に話しかけていた。 

お父様、なぜさくらは剣をやらねばならないのですか——と。 

「ぉ父様……」 

さくらがつぶやく。 

無論、墓の中の一馬はなにも答ぇてはくれない。 

「あたし……」 

剣の稽古が本当にいやかというと、それはそうではない。習慣のょうに身についた剣の稽 
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古は別に苦にはならない。 

が、剣を持てばさくらはどうしても一馬の ことを 思い出してしまう。思い出しながら稽古 
を続けるのは今のさくらにはつらすぎた。 

その剣から逃避……いや、言ってみれば最愛の父親の死という現実からの逃避が、自分が 
剣を習う意味、なぜ北辰一刀流を習うのかという疑問(:転化されていた。 

「さくらはお父様がいたから……」 

目をつむれば父親との さまざまな 思い出が浮かんでくる。楽しかつた こと、 厳しかつた こ 
と。どれも懐かしい思い出ばかりだ。そして、やはり剣の稽古のときの思い出が圧倒的に多 
かった。 


さくらは いつしか涙を流していた。 

涸れ果てたと思われた涙はまだまだ次から次へとあふれてくる。気分はどんどん重くなり、 
さくらはいつしかその場にしやがみ込んでしまつていた。 

「お父様……」 

沈鬱な気持ちは、さくらの周囲への気配りを低下させていた。 

その気配に気づくまでにさくらはかなりの時間を要した。そして、その遅れは致命的とい 







48 


っていいほどの状況を作り出していた。 

彼女がその黒き気に気づいたときには、相手は間近、そう、すぐ真後ろに立っていたのである。 
「ぇっ!?」 

ょうやく気配に気づき、さくらが振り向いたのは、彼が本性を現そうとする直前であった。 
「きやっ！ I . 

さくらが思わず悲鳴を上げる。 

悲鳴を引き出すほどの異様ななにかがそこにはあつた。 

さくらの背後に立っていたのは男だ。それが前日、大崎八幡神社に夜桜を見に来た酔っぱ 
らいの一人だとはもちろん知る由もない。 

男は呆けた目をしていた。だらん とょ だれを垂らし、だらしない格好で立つている。ただ 
そこから 発せられている気は とてつもなく 邪悪なもの。 

「だ、だれ!?」 

気丈になにか 言おうとしたさくら だが、総毛立たせるほどのその邪気が短い言葉しか許さ 
なかった。 

「し . 真宫寺 . のもん . か」 

男がろれつの回らない口調でそう言う。 
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さくらが答えるょりも早く、男が言つた。 

「ま……間違い……ねえ」 

次の瞬間—— 

「きやああああああああああああ ああつ！ 1 
見たくもないグロテスクな ことが 起こつていた。 

男の顔がいなきりパック リと 左右に割れたのだ。^-思議な ことに 血はでない。 

代わり(:出たのはなにか長い触手のょぅなもの。それは航の頭だ。蛇の頭が 何本 も 何本 も 
飛び出してくる。 

「いやああああああああああああああああああああああああああ ああつ！」 

嫌悪感が全身を走り、さくらは心の奥底から悲鳴をあげた。 

〇 

「あ、ああ . J 

さくらは いやいやと首を 振りながら 後ず さりした。 

目の前の光景は十三歳といぅ年齢の少女には酷なほど齡■な ものである。 








頭のない人の胴に扣が生ぇて いる。 首からだけではない。すでに身体の皮膚を食い破り、 
あちこちから 這い出て いる。 

ぐねぐね と 動く 蛇たちは顔だけは一様に さくらの ほうを向いていた。そこに明らかな意志 
がある。 

おまぇを殺して やる- 

その 強烈な殺意が さくらの 全身を貫いて いた。 

嫌悪感と強烈な殺意——その両者の中で、それでもさくらがなんとか正気を失わずにいら 
れたのは日頃の修練の賜物とでも言おうか。 

だが そこまで だっ た。 

突妖 1現れた自ら(:殺意を抱く存在。もしさくらがそのょうな者が現れることを予期した戦 
土であったなら、的確な反撃を執ることも可能であったろう。 • 

が、十三歳の少女にそこまで求めるのは酷というもの だ。 

そのときさくらが思つたことはただ 一つ。 

逃げること - 

「来ないで！」 

さくらは走り出した。 屋敷とは反対の方向に。 



31 第六話 


もちろん 屋敷に向かって逃げたかった の だが、 自分と 屋敷の 間にはその化け J がいる。と 
なれば、反対方向しかあり得ない。 そちらには 竹林が広がっ ている。 

さくらは躊躇なくその竹林の中に飛び込んだ。 

化け物は当然の ょうに 追い かけてきた。 首が なくなり 全身. に蛇をまとわりつかせた5で 
あったが、それでもまだ走ることができた。 

ただ、 さくらに幸いしたのは、それほど速くはなかつ たという こと だ。 どちらかとい うと 
もたつくょうな 走り。 さくらのほうがず つと 速い。 

逃けられる-ときどき振り返りながらさくらはそう思い始めていた。広大な竹林はどこ 

までも続き、その中で化け物の姿は徐 々に小さくなっている。 

だが化け物は狡猾だった。 Vi 後から追いかけて きているそれは ES ? であっ たこと がやがて わ 
かる。 

ザガッ…… 

「きやつ！ | 

いきなりさくらの足許の地面が割れ、数匹の蛇が飛び出してきた。# I まじい スピー ドで 也 



52 


中を移動したのか。 それとも 彼女の来る ことを 予期して、最初からいたのか。 

それが さくらの 足に まとわりつく。 

「いやああああああああああああああつ！一 

さくらは 悲 plr をあげて その 場(:転がつた。すぐに身体を起こして、必死に足の蛇を払い落 
とそぅと した， 

蛇が身体に触れた瞬間から全身を寒気が襲っている。嫌悪のためばかりではない。その蛇 
自身から さくらに 寒気を起こさせる黒い気が放たれているのだ。 

「ぃゃっ！ぃゃっ！」 

蛇をなんとか払い落としながら、無我夢中でさくらはあたりに手を伸ばしていた。その手 
がた またま 落ちていた竹をつかむ。先に伐採を したと きに地面に落ちたものらしい。それは 
剣の代わりとしてち ょぅど 手頃な長さだつた。 

「どこか行つて！」 

さくらはその 竹で蛇を打つた。無我夢中。離れろと無意識(:念じて。 

必死の思いが力を生んだ。それはさくらの隠された力—— 

。ハヒユン…… 
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竹で打たれた蛇たちは霧散して果てた。理に反して存在したものがその存在を否定された 
かのように。 

「あ……」 

蛇の姿が消えたとき、さくらは気* 5 '.抜けたように力を落とし、大きく息を吐いた。 

だがまだ終わつたわけではない。中途半端なところでの気の緩みは死(:繫がる。さくらは 
一瞬本気で忘れていた。本体の存在を。 

「！」 

どす黒い気に気づいて 振り返つたと きはすでに彼は さくらに 覆い かぶろう とする 行動に 出 
ていた。 

全身から蛇を生やした異形の者- 

「きやああああああああああああああつ！ I 

手に した 竹を も 落とし、全身が痙攣を したように ブルブルと 震える。 何度 見ても *^れ ると 
いう 代物ではない。総毛立たせる異形の化け物の行動 I 。 

化け物はそのままさくらを組み敷こうとする。無数の蛇の頭がさくら目掛けて伸びてきた0 
さ^らを交み殺さんと { f かりに。 
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だが I 

ドン ッ！ 

助けは意外な物だった。 

竹箒 だ。 

飛んできた竹箒が化け物の身体をはじき飛ばしていた。それほど強い衝撃とも思ぇない 
箒の命中は、しかしながら確かに化け物を三メートルほど飛ばしたのだ。 

化け物はしたたかに地面に身体を打ち付ける。 

「お攘様(:なにをするんじや」 

「懸 ！」 

竹林の中に立っていたのは権爺だった。 


1 ± 

IX 


「お嬢様、この権爺が来たからにはもぅ安心ですぞ j 


竹 


•5_5 第六話 


権爺がさくらのもとに駆けつけてくる。とはいつても、歩みはのろく、なんとも頼りない 
足取り だ。 

それでもさくらに とつて は権爺の登場は大いに心を安んじらせた。 ょうやく 安心で きる 身 
内が現れてくれたのだ。 

「権爺！権爺！」 

さくらは泣きじやくりながら 権爺に すがりつく。 

「お一お一、おかわいそうに。じやが安心してくだされ。権爺があの不埒者を 叩き出します 
でな」 

権爺は竹箒を拾い上げて、化け物のほうに向き直った。 

腰の曲がったただの老人、それが竹箒を構ぇたところでなんになろう-冷静に判断すれ 

ばそういう こと だ。 しかし、そうではなかつた。 

竹箒を構ぇた瞬間、権爺の腰はピシッと伸びる。 

権爺の身体から圧倒的な気が流れ始めた。 

「権爺……!?」 

さくらもそれを感じ、驚いたょう(:権爺を見つめる。 

権爺の目は強い光を放っていた。そう、それは戦士の目だ。 
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「さあ、来な され！」 

青眼に構えた竹箒の先を真っ直ぐに化け物に向けている。 

驚いた ことに、 化け物がそれに圧されていた。飛びかかる ことを ためらつているの だ。 
れは化け物の生存本能の働きだったかもしれない。 

目の前の存在は危険だ-と。 

「さあさあ、どぅなされた」 

権爺が構えを取つたまま、ゆつくりと前に足を踏み出した。 

「さあさあ」 

権爺が一歩歩くごとに化け物は一歩下がる。 

権爺は完全に化け物を圧倒していた。 

「来なさらんのなら、こちらから行きますぞ」 

その言葉とともに、ぶわつと権爺の気が一気に膨らむ。 

「ぁっ！」 

瞬間、躊躇していた化け物が逆に暴発したょぅに権爺に飛びかかっていくのが見えた。 
「権爺！」 

さくらは 叫んでいた。 


そ 
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が、叫び声ょりも早く、権爺は動いていた。 

「はぁぁつ！ I 

青眼に構えた竹箒を地面と水平にし、 そのまま 突き出す。 

真剣でも、切っ先が鋭い木刀でもない。竹箒なのだ。 

それなのに- 

ドシユッ！ 

竹箒は相手の胴を貫いていた。 

それだけではない。箒を形作つている枝の一本一本が身体から伸びていた蛇を貫いている。 
ただ無造作に突き出しただけと見える竹#で、権爺はそれだけのことをやつてのけたのだ 

つた。 


時が凍つたよぅに権爺も化け物も、そしてさくらも動かない。 

w - 
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ペシ ユゥゥゥゥゥゥゥン . 

柄齡£:っ1 T かれたが f け侃の^!!がした。黒い_と f して、消ぇてしまったのだ 0 
「ぁぁ……」 

さくらは 呆然とその光景を見つめていた。 

「終わりましたぞ、お嬢様」 

権爺の言葉にょってさくらは我に返った。 

権爺は竹箒を地面に下ろし、腰の曲がったいつもの姿に戻っていた。 

「権爺……権 爺つていつたい？」 

「権爺はお嬢様のお爺様に剣法を習いましたのでな。少しぐらいなら使ぇますのじや」 

「でも、あれは . 」 

「あとは霊力ですじや」 

「霊力？」 

「お嬢様の中に、はちきれんばかりにたんと詰まつている力のことですじや」 

「あたしの……？」 

キョトンとするさくらに、 権爺は ニコニコしながら 言つた。 
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J1 

「さあ、お嬢様、お屋敷に戻りましょぅ。大奥様がお話があるといぅことですじや」 
「お婆様が？」 

「おそらく今の不埒な化け物に関してだと権爺は思いますじや」 

「ぇぇつ!?」 

さくらは啞然となつて、しばし権爺の顔を見つめていた。 

2 

およそ一時間の後、さくらは屋敷の奥座敷で桂と向き合つていた。 

その場には若菜もいる。 


桂がポソポソと話したことを若菜が聞き留め、さくらに伝ぇる。いつもの光景だ。 
「さくらさん、お婆様がおっしやっています。異界異形の者に襲われただろうと」 

「ょ、ょ、」 

さくらはじっと祖母を見た。桂はあの化け物の正体を知っているのだろうか。 

「お婆様はこうもおっしやっています。これで終わりではない。これからが始まりだと」 
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「ぇぇつ!?」 

どういうことなの だろうか。まだ他に も あんな化け物が いるということか？ そして、 な 
ぜ自分が襲われなければならないのか。、 

「それが『破邪の血』を引く裏御三家の一家、真宮寺家に生まれた者の宿命だと」 

「破邪の血……裏御三家 . ？」 

さくらにとつて 初めて 聞く 言葉であつた。 


桂の表情は変わらない。ただ、その細い目はさくらを見つめている こと だけは確かだ。 
「京都の藤堂、西国の隼人、そして奥州の我が真宮寺家。本来ならば決して表に出ることは 
なかった裏御三家 . 」 

「ぅちがいつたい……？」 

「裏御三家のものの『破邪の血』を闇の存在は恐れます。この日本の中心、帝都の鬼門であ 
るこの奥州に封じられし魑魅魍魎は数知れず。それがお父様の死によつて力を取り戻しつつ 
あるのです」 

「ええつ!?」 

若菜の言葉はまださくらの理解の範疇にはなかつた。さくらは呆然と桂、そして若菜の顔 
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を見る。 

異界異形の者。破邪の血。裏御三家。闇の存在。魑魅魍魎。 

いきなりそのようなことを 言われて 理解しろというほうが無理なことに 思われる。 

だが、さくらは実際にその魑魅魍魎、異形の者を見、しかも襲われかかっているのだ。 

|甦つた異形の者たちは人々に害を為すようになるでしよう。それを防ぐことできるのは 
さくらさん、 あなただけ」 

「そんな…..」 

「さくらよ . 」 

自分を呼びかける祖母の声が、さくら(:ははつきりと聞こえた。 

驚いて、祖母の顔をふたたび見つめる。 


だが、祖母の言葉はふたたびボソボソ とさ くらにはわからないものになつていた。 

「お婆様はおつしやつています。あなたが剣の修行に戻り、心安んじて精進することだけが 
その災禍を避けることができるのだと」 

「でも……あたしは . 」 

さくらはまだ素直になれないでいた。なぜ自分がそんな ことを 背負わされなければならな 
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いのか。 

考ぇてみれば さくらは 年頃の少女、 まさに 思春期の少女だ。多感なその時期、思うことは 
いろいろと ある。 今までさくらに 不満を 感じさせな かったのは敬慕する父親の存在だった。 
だが、その父親 ももういない。 

「 . ！」 .、 

そこまで思いを馳せ、さくらは気づいたょうに愕然とした表情になった。 

「まさか……お父様が死んだのはそのため……？」 


「そうな のでし よう！ お母様、お婆 様！ お 父 様が死んだのは、 その 裏御三家とか破邪の 
血と かが 関係して いるので しよう！一 



若菜は硬い表情で さくらをじつと 見つめた まま だ。 

が、桂は 小さくコタリとう なずいた。 

「ああ……」 

かずま びようしよう 

傷ついた一馬が病床で語った言葉はこれだったのだ。 
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『私は運命を素直に受け入れた。けれど……おまぇは自由にしなさい。自分の思ったとおり 
に生きなさい』 

(お父様は運命を受け入れ ……そして 死んだ……お父様は……我が家の…… ) 

さくらはキッと怒つたょぅに桂を見る。 

「お婆様！そぅなのですね！お父様はそのために死んだのですね！なんで、なんでな 
のです！なぜ我が家が…… いいぇ、 お父様が死ななければならなかったのです！」 

「運命じゃ……」 

ふたたびしわがれた声がはっきりとさくらの耳に届く。 

「 . 」 

若菜がその声を聞いて、わずかに目を伏せていた。 

「いやです！ さくらは いやです！」 

「さ^らさん . . 一 


さくらは立ち上がつていた。 

かな ぅば しゆくめい いか 

父親を失った哀しみ。その父親を奪った家の宿命への怒り。いろいろな感情があふれ出て 
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きて、 さくらは 涙を流していた。 

「お父様を殺した、そんな運命にさくらは従いたくありません！」 
声は周囲の空気を裂く。感情が爆発していた。哀しみの暴走。 

ちんもく かつら 

しばしの沈黙の後、桂がなにごとかささやいた。 


若菜が驚いたように桂を見る。が、桂はそれ以上はなにも言わなかった。 

「さくらさん . お* 1 様が . 」 

若菜の声がわずかに震えている。 

「ぉ母様……？| 

ようやく 感情を抑えた さくら だったが、 そんな 若菜を見て、怪訝な顔に変わる。 
「さくらさん ……お婆様が おつしやつて います。運命とは逃れらないもの。おまえがいやが 
つても向こうから 必ず向かつ てこようと。そして、それに 対し……」 

若菜が少し言葉を詰まらせた。若菜の顔が辛そうなそれに変わっていた。 

「それに対し、すべてさくらさん、あなたの力で乗り切りなさいと。お婆様も、私も、権爺 
も、だれもあなたを助ける ことはしません」 

「え . ？」 
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しようげきてき せんげん 

衝撃的な宣言。 

桂はさくらに対し、これから現れるであろう魑魅魍魎に一人で立ち向かえと言つた。それ 
はさくらを運命の中に無理矢理放り出す という 意味に 等しい。 

「 . 」 

さくらは唇を嚙みしめて、キッと桂を見ていた。いや、それはにらんでいたという表現の 
ほうが正しいかもしれない。 

「あたしは……お父様を殺した運命になど、絶対に従いません！」 

礼もせず、 さくらは その部屋を走り出た。 

廊下を走りながら さくらの 頭の中で強い想いが広がっていた。 

(あたしは絶対に運命なんかに従わない！絶対にい や！ あたしからお父様をとつた、そ 
んな運命なんかに！) 

さくらのいなくなつた部屋で、桂と若菜はしばらく動かなかった。 

やがてゆっくりと若菜が桂のほうを向く。その顔に浮かんでいたのは 悲痛と も 言える表情 

た。^が子を想う親の顔- 

「お義母様、さくらがかわいそうです」 
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「不憫でなりません。父親を亡くしたばかりで、しかも . 」 

挺はそのまま若菜のほうを見ず、表情も変えずにぼそぼそとつぶやくょうに言つた。 

「真宮寺の次代を担う者として、さくらはこれからも試練を乗り越えねばならぬ」 

「お義母様……」 

「けれどそれは さくら 自身の力で乗り切つて行かねばならぬ。もし乗り切ることができねば 

. それはさくらと真宫寺の家の終わりを意味する」 

「さくら……」 

「さくら もやがてわかる。一馬が真宮寺の運命(:身を委ねたのではなく、自らの力でその運 
命を断ち切ろうとしていたのだということを」 

「，フう . 」 

若菜が嗚咽をもらした。 

そのまま 若菜は豊に顔を向け、決して上げょうとしなかつた。 
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3 


さくらは部屋にいた。 

畳の上で仰向けに寝転がつている。 

憮然と した 表情で天井に向けて視線を さまよわせていた。 


さくらの表情から感じられるのは哀しみよりも怒り。それは祖母や母に向けられた怒り 
どでは ない。真宫 寺という 家 そのものに対する怒り だ。 

(破邪の血がなんだつていうの…… ) 

祖母から聞いた話は さくらに 己の運命を理解させ、覚悟を決めさせる、 とはなら ず、逆 
反発を生み出させる結果と なつて いた。 

(裏御三家 . 知らない、 そんなもの！なによ、なによ、そんなもの！ 血筋が なんだ 

て言うの！家がなんだつて言うの！そんなものに決められたくないつ！) 

ゴロンと寝返りを打つて、さくらは横を向く。 

障子がわずかに開いていて、その隙間から庭の桜の木の枝が見ぇた。 


な 
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桜の花が散っている。 くも くちびるか 
風(:5|う桜の花びらが视职(:飛び込んできたとき、さくらは顔を曇らせ、唇を嚙しめた。 
散りゆく花びらが自分の運命を象徴しているようで気が滅入ったの だ。 

へどっ しりと 庭に根を張った桜の木は家そのもの。そして、あの花びらがあたし .) 

さくらは外の光景に背を向けた。 

いやだった。運命によって死ぬかもしれないということがいやなわけでは ない。 _分に運 
命という決められた道筋があることがどうにもいやなの だ。 

さくらの一番 大切だったもの —— 父、一馬を奪った真宮寺家の運命。そんなものに自分も 
辦 られ ている。いやだ。違う。 それ (:従うしかないように言われていること自体、気に入ら 
なぃ。 

(あたしは 自由よ！) 

多くの女性が家(:縛られることを当然と考えていたこの時代、さくらの考え方は進歩的と 
言えた。それは反発から昨日今日で作られた、というわけではない。 

さくらの その考え方に大きく影響を与えたのは一馬だった。 

一馬はよく さくらに 『自立』という言葉を言って聞かせた。 

「さくら、女も自立を考えなければならない。縛られず、外(:飛び出すことも大切なこと 


だ 
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自由ということを忘れてはならない I 

さくらがまだ『自立』 という 言葉の意味を 知らないうちから 一馬は そう 言つ ていた。 
そして、その言葉の意味が今ならわかる。 

一人の女性として自由で いろということよりも、 運命に 翻弄されることなく生きろと 言つ 
ていたのだ。自らの轍を娘には踏ませたくなかった。それが一馬の思い—— 

(ぉ父様…… ) 

同時に一馬が剣の修行に厳しかった意味も今ならわかる。 

降りかかる火の粉は払わねばならない。 

定められた運命を拒否することもまた戦いであった。 

(あたしは…… ) 

さくらは 起きあがっ て 机に向かう。 そして 筆をとり、紙に なにごとか書き記した。 

M 抓後、齡い舒 F のぃる部屋に对齡てで M 紙が f け込んできた。 

「大変でございます！お 嬢様が . さくらお 嬢様が！」 

権爺が手にしていた紙を若菜に差し出す。 

「……！」 






若菜も思ゎず息を飲む。 

そこにはこぅ 記されていた。 

『家を 出ます。 さくら』 

「お嬢様が家出をなされてしまつた」 

「さくら . 」 

「 . 」 

権紀や若菜とは違い、桂だけは動ぜず無言のままであった。 

4 

齡 f 県 M 部市。 

明冶二十二年の市町村制施行の折り、仙台市と規定されたのは現在の市街地と呼ばれてい 
ると ころに ほぼ匹敵する。 

すなゎち、 北の ^ i ? 寺、東照宮から、大崎八幡神社、仙台城(青葉城)、伊達政宗の眠る 
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瑞鳳殿、 伊達 家 代々 の f 1 王の眠る大年寺山、陸*-国把！7藥 師歡などの神社似剛に囲まれた範 
囲を指す。古来より、都市は その 周囲を神社仏閣で囲ぃ、 111 啦 な K ? 衝を船 いたとぃうが、山 
台 もまた 例外では なかつた。 

ちなみに真宮寺家はそんな仙台市の南の端にある。 

この霊的な囲いによって守られているはずの仙台市は、けれど このと き内部に M <】 いヂを瓶 
えていた。 

ややもすれば人はいきり立ち、笑顔が 街から 消えた。犯罪が多発し、夜に 致って外にい よ 
うものなら命の危険にさらされる有様だ。街を覆う暗い気に人々の心は重く沈んでいた。特 
に感覚の銳ぃ者たちは原因不明の病に冒され、意識不明の重体に！ていた。 

もちろんその 原因が なんなのかわからない。人々にすればある日；^槪そのような ことが 起 
こつてしまつたの だ。 

ただ人々も心の奥ではうっすらとわかっていたかもしれない。なにかの*!,がとれ、存在 
してはならない 闇の者たち が現れてしまつたことを。そして、それが 日々 確実に 耆え ている 
ことを。 

人は原初の記憶を呼び起こされ、恐怖に うち 震え生活していた。 その 恐怖が なんな のかは 
っきりと 理解で きた 者は いない。 本能 だけが 盛んに警鐘を 鳴らす。危険、危険と。 
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人々はそれに B f : えるしかないのだ。相手の正体もわからず、実体も見えず、いったい どう 
やって対抗し ようというの だ。 

だが、 そうやって 無意識のう ちに 恐れる一方で、人々はひたすら待ち続けていた。事態を 
好転させる者の現れることを。 

事実、今まではそういった者が必ず現れたのだ。この仙台を霊的(:守護しうる者が。 

暗く s < 1 ぃ k が 影い駅 くじ*! 谳 してぃる のは市の北西にある对 i A'I gl.s -) であった。 

表面的には変わりない。特に昼間は。 

しかし、見てみるがいい。 そこに 働く者たちの姿を。宮司も巫子も、目のまわりは落ち窪 
み、顔はぢデ献に変わっている。視線は宙をさまよい、だれもが重い荷物を担いだように肩 
を落として歩く。 

#!說に来る者たちも同じだった。重苦しい雰囲気に対し神にすがろうとやってきた人々 は、 
ふたたび*£鳥居をくぐって帰るとき、死相すら顔に浮かべていた。 

ここにはなに かがいる。 

どんよりと；^し、黻った気の中心は ttfe 彫の真ん前にある®の木 —— 通称,桜』であっ 
た。蛇の化け侃が吸い込まれた という 伝説のある桜。そう、あの酔っぱらいたちを襲ったも 




73 第六話 


のが現れた桜。 

そして、あのときの酔っぱ らいと 思われる男——権爺に斃された者を除いた二人——は、 
なんとその桜の下に立っていた。首や肩をガッ タリと 落とし、腰をひん曲げ、全身疲れ切っ 
た様子で。目は虚ろだ。 

神社の者も、やってくる参詣人も決してその二人のほうを 見ようと はしない。いや、 そこ 
に人などだれもいないかのような振る舞いだ。そう、彼らの目には存在していないのだ、 こ 
の二人は。 

男たちはその場からピクリとも動かない。声も発しない。だが、男たちの間では無数の言 
葉が飛び交っていた。それは人の耳では決して聞くことができない声で。 

〈死んだ…：•〉 

〈殺された……〉 

〈真宮寺の者だ .▽ 

〈またもあいつらだ . 〉 

〈あいつらによつて殺された . 〉 

〈あいつらが封じた……〉 

〈我らを封じた……〉 









74 


〈もぅい やだ . 〉 

〈我らは自由だ……〉 

〈これから もずつ と . 〉 

〈そのためには真宮寺は邪魔だ……〉 

〈真宮寺は邪魔だ……〉 

〈真宮寺はいてはいけない……> 

〈殺せ……> 

〈真宮寺を殺せ . > 

〈真宮寺を滅ぼせ . 〉 、 

男は二人しかいない。だが、その中にはずっと多くの意志があつ 
どす黒い邪悪な意志。 

ザザァァ . 

風もないのに桜が大きく揺れ、花びらが舞った。 

〈殺せ……〉 


た 
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境内の邪気がょり|層強くなった。 

5 

さくらは道を歩いていた。手に している 物は簡単な身支度の道具と、か一馬が手ず から 乍っ 
てくれた 木刀だけ。 

家を飛び出したからといつて、行くあてがあつたわけではない。 

いきあたりばったり。 

とりあえず 家を 出ることが 大切だったのだ。自分の決意を祖母 や母に知らせること。 
(あたし……お 婆 様とお母様に逆らいます) 

さくらには頑固な ところが ある。 こうと 決めたら絶対に考えを変えない気の強さが ある。 
しかし、 それでも 家を飛び出す ということは非常な 決意が いつた。特に今までそんな こと 考 
えたことすらなかつたの だ。 

(女学校が休みでょかった .) 

そう思つてからさくらは慌てて頭を振る。 

女学校が 休みとかそういう 問題では ない。もう家に帰るつもりはないのだ。もちろん 女学 
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校に行く こと もなくなるのだ。 

(友達にももう会えないんだ .) 

急に寂しさが襲つてきて、さくらは歩みを止めて振り返つた。 


もう 家は視界にはない。が、さくらはしばらくそちらを見つめていた。 

「 . ！」 

ハッと 気づいた ように、さくらの 表情が曇った。 

(お父様にさよならを言うのを忘れてたわ .) 

家を出る前に、"一馬の墓に手を合わせてこなかったことを思い出したのだ。 

「 . 」 くち！ 

後ろ*1引かれる思いであったが、グッとこらえて前を向いた。そのまま唇を嚙む。 

「お父様 . さよなら！」 

さくらは走り出した。目を閉じ、涙すら浮かべて。 

.よく 考えてみれば、別に走る必要もなかったのだが、雰囲気と勢いから走り出してしまっ 
ていた。 

今と違い、道がきれいに雜氣されているわけではない。大小の石が無数にある。さくらの 
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家は街のはずれにあり、道路の整備も他の地区に比べて遅れていた。 

案の定 —— 

「きゃあつ！」 

目を閉じて走つたため、石に蹴つまずいて、 さくらは 転けた。 

6 

「あ一あ . 」 

タメ息をつきながらさくらは足を見る。 

転んだため、袴のヒザのあたりが破れてしまつている。目立つほどではなかつたが、気に 
ならないといぅわけでもない。 

(幸先悪い……この先、大丈夫かな…… ) 

さくらの不安は当たつている。 

さくらがそこに向かつていたのはまつたくの偶然なのか。 それとも 運命とやらに導 P れて 
いたのか。 

当人すらわからない問題を他人がわかるはずもないかもしれない。 






ともかくさくらはよりにもよ つて大崎 A ' 幡宮に向かつていた。無論、 そこにな にが あると 
かは知らずに。 • , 

M 台市内に点在する神社仏閣にさくらはよく訪れていた。正確にいぇば一馬に連れられて 
だが。 

そんな思い出が 行く あてのない さくらの 足を そちらに 向けていたのかもしれない。 

当時、まだ大崎八幡宮は田んぼの真ん中にあつて人影もまばらだつた。そして、例のどん 
よりと した 黒い気が充満し、重苦しい雰囲気を醸し出している。 

「ぁれ……!?」 

境内への階段を上る直前、さすがにさくらも気づいた。 

背筋に冷たいものが走る。 ' 

心の奥底で、危険を感知して鐘の音が激しく鳴る。 

(なんなの .!?) 

凄まじい邪気を さくらは 感じていた。 

これほどの邪気を、こんなそばに来るまで感じなかつたのが不思議なくらいだ。 

おお まひ 

おそらく、.仙台中が邪気(:覆われ、それによつてある程度感覚が麻痺してしまつたのだろ 
ぅ。 S い返してみれば家を出たとき、なにか強い違和感を感じていた。軽い吐き気とともに 
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それが、街を歩いているうちにいつしか忘れてしまった。 


さくらは階段に足をかけたところで動きを止めていた。 

じつと階段の上をうかがう。 

なんの 障害物 もないはずなのに、さくらの目には黒い霧がかかつたょうに見ぇなくなつ 
ぃた。 

「！」 

バサッ…… 

「きやつ！」 

いきなり脇の繁みから飛び出したものがいる。 

悲鳴をあげながらも、さくらはとつさに木刀を握りしめていた。 

カアカアカア！ 


て 







80 


飛び去っていったのはカラスだった。 

「ふう . 」 

さくらは 安堵の タメ息をつく が、 カラスの 鳴き声が、 やはり 警告の ょうに 耳に残った。 
(ここになにか .) 

さくらはもう一度、境^[のほうを見上げる。 

おおさき はらまんぐう へびざくら 

(大崎八幡宮……境内……そうだ……蛇桜…… ) 

さくらは 思い出していた。 

かつて一馬•とともに来た小さい頃、境内の桜の木 —— 『蛇桜』の前で、延々と泣き続けて 
しまつたことを。 

7 

今でもは つきり と覚えている。 

，それはまださくらが 五歳の頃の こと だ。 

父と 母 ——一馬と若菜に連れられてやってきた大崎 八幡宮の境内で、 さくらは 突然火がつ 
いたょうに泣き出し、 動か なくなってしまった のだ。 
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境内の桜——『蛇桜』のそばを通ったとき、それは起こつた。 

そのときも季節は春。桜が散り始めた頃だった。 

「さくらさん、どうしたの？」 

訝しがる若菜に対して、一馬は感心した ような 表情を さくらに 向けていた。 

「さくら、わかるのか？」 

父は確かにそう言つた。 

さくらの顔と蛇桜を交互(:見つめる。 

「わかるのか？」 

もう一度聞かれたとき、さくらは泣きながらうなずいていた。 

「怖いよお……怖いよお……あそこにだれかいるよお……いつぱいいつぱいいるよお 
それだけ 言う のが やつと だつた。 あとは ただ泣き続けるだけだ。 

「さくら . 」 

そんな さくらを 一馬は抱きかかえ、 やさしく 頭をなでた。 

「よくわかつたな、 さくら . でも、 もう 怖くない」 

「怖ぃよお……」 

「私がいるんだ。怖くない」 
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「大丈夫だ」 

さと ぬく じよじよ ぶきみ きよう ふかん うす 

やさしく諭すような声と温もりで、さくらの心から徐々に不気味さと恐怖感が薄れていく。 
「さくら、見なさい」 

ようやく泣きやんださくらは、一馬に促され、蛇桜のほうを見た。 

普通の人間が見ればなんの変哲もない桜 だ。 けれど、そこには確かになにかがいるの だ。 
しかも、 さくらを 怖がらせ泣き続けさせる存在が。 

「あそこにいるかぎり"あいつらは悪さができない」 

「父様があ一したの？」 

ふう せんぞ さま 

「一番最初に彼らをあそこに封じたのはうちのご先祖様 だ。 私はただ彼らとともに生きてい 
るだけに過ぎない」 

r . ?」 

「いいかい、さくら、よくお聞き。やがて私の跡はおまえが継ぐ」 


わけ も わからず、 さくらは キヨ トンと している。が、一馬は続けた。 

「おまえもやがて坡らととも(:生きるよぅになる。そのときどぅす るかは おまえ 自身が決め 
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なさい」 

「ぇっ？」 

「やがてわかるときが来る . さくら . I 

一馬は真剣な表情で幼いさくらを見た。 

ふとさくらが振り返ると、若菜が悲しそうな表情でいるのがわかった。 

8 

(あのときもお父様は、判断するのはおまぇだって言ってたっけ .) 

そのときの印象的な 若菜の表情 も、さくらは思い出していた。 

(お母様は泣きそうな表情だった . 。あれは . あたしを見て？それともお父様を見 

て？) 

ふと、さくらはあの幼き日にすでに父 も 母 も 今日の ことを 知っていたょうな気がしていた0 

彼らとともに生きる- 

i 共形の者たち。 

ちみもうりょう 

魑魅魍魎。 
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それがいつたい何を意味するのか。 
「運命……」 

さくらは声に出してつぶやく。 

今、もっとも認めたくない言葉だった0 


•五歳の頃感じたあれ- 


いつしよ 

し一緒. 


•そう、今感じるこ 


さくらは 歩き出していた。一歩一歩階段を踏みしめて上つていく。 

あの後、大崎八幡宮には何度も来たが、蛇桜には無意識のうちに近寄らないょうになって 
いた。今ならそれがなぜかはわかる。 

その中に彼らがいるからだ。 

(そうょ . 朝の化け物はあのときの. 

れも .) 

危険がある ことは わかつている。朝と同じ化け物がいるかもしれない。それでも蛇桜のも 

とに 行かなければならない- さくらはそう 思つていた。 

幼き 日に聞いた一馬の言葉。そして死の直前に聞いた一馬の言葉。 

蛇桜は一馬が死ぬ直接の原因ではなかったかもしれないが、少なくともそれに大きく関わ 
つている ことは わかる。 
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(お父様が戦ったのは、あの蛇桜にいたような者たち…… ？) 

もしもそれが父親の死の意味を教ぇて くれる としたら、 さくらは 逃げるわけにはいかなか 
った。運命に逆らいたいと思うからこそ、運命を前に背を向けることはできない。 

(破邪の血ってなに？なぜお父様は死ななければならなかったの？) 

怒りがわく。朝は突然のことでなにもできなかったが、もし一馬の死に彼らがなにか関わ 
つているのならば、そのオトシマエはつけさせねばならなかつた。 

「そうよ！ あたしは 逃げない！」 

相手の正体が なんな のか、自分が どう 戦ぇば いいのか、そういったことはさくらの 頭の中 
からすっぽり抜け落ちている。 

危険だった。 

階段を上りきり、まっすぐ境内の蛇桜を見つめる。 

「ぁ……」 

まだあたりは明るいのに、蛇桜のあるところだけ、まるで写真のネガのように真っ黒に反 
転している。それほど邪悪な気が強いのだ。 

そして- 

「あれは……！」 
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桜の下には男が一人立っていた。 

すんぶんたが ちんでん き 

そこから受ける感覚。それは 今朝の 男と 寸分違わぬもの。黒く沈殿した ような 気。 


さくらは落ち着いた表情で男を見つめる。 

袋からゆっくりと木刀を取り出し、右手に持った。 

その瞬間だった。 

ザザッ . 

男の気がいきなりぶわっと広がり、蛇桜にぶつかって、弾け飛んだのだ。風もないのに枝 
が大きく揺れる。 

「きやつ！ I 

短くさくらが 悲鳴をあげる。もつとも、恐怖からの悲鳴では ない。 それは むしろ 驚きの声 
に近かった。 

さくらは突然、足許に喪失感を味わっていた。 > 

幻覚なのかもしれない。が、もしそばに人がいれば、実際さくらの身体が沈んでいく光景 
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を目にしていただろう。落下というょりも、もつとスローモーな 動きで。 

足許の大地は大きく口を開け、底は見ぇなかった。 

9 

さくらは強烈な落下感に全身を震わせていた。 

ただし、それは現実的な感覚からは少し遠い。夢の中で味わう落下の感覚。周囲は闇に包 
まれ、ただひたすら身体が落ちていく。 

音はない。 

身体を叩きつけるょうな風の感覚もない。空気的な抵抗のいっさいない落下- 

{きやあああああああああああああああああああああああああああああつ！ ノ 

悲鳴をあげているはずなのに、さくらにはその自分の声すら聞こぇなかつた。 

底にはいつまでた つても 着かない。いや、 そもそも 底などないのか もしれ ない。 もしあれ 
ば足を折るぐらいではすまないだろう。そのくらいさくらには落下の時間が長く感じられた0 
(なんなの…… !?) 

なおも落下が続いたとき、さくらは冷静さを取り戻していた。自分が落ち込んだ不可思議 
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(あたしは落ちている . でも、これはいつたいどういうこと？) 

からだ 

さくらは 身体を 動かそうとしてみ た。 

. 動かない。 

落下しながらその 体勢の まま凝り固まってしまったょう だった。 

(おかしい ……これって絶対におかしい！だいたいあたしはさっき神社にいて……いきな 
り地面が割れて…… ) 

冷静な瞳でさくらは周囲を見た。 

漆黒の闇。なにも見えない。 


だが、強烈な視線を感じる。 

なにかが じつとさくらを 見つめている。それは決して好意的な視線ではない。むしろ、逆 
だ。 

(ぃゃ…… ) 

さくらの 心が動揺す る。小さく 悲鳴を上げる。 さくらのまわりにある 視線は明らかに悪意 
を含んでいた。そして、 さくら 自身 も それに強烈な嫌悪感を抱いていた。両者は決して相容 
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れないもの。 さくらに とつて、そして相手にとつて、お互いの存在を認める ことは できない 

——それほどの正反対のもの。 

(あ . あああ .) 

と す 

感覚が研ぎ澄まされ、さくらはどんどん自分を見つめる者の存在感を感じていく。 それと 
ともに周囲の闇は少しずつ薄くなっていく。さくらの感覚が相手を認め、この不 f 思議な現 

. あば だいしよう た 

象の向こうにあるものを#き出そうとしているのだ。しかし、その代償はどうにも时えられ 
ない嫌悪感だ。 

(いや……ぁぁ…… ) 

さくらの全身に鳥肌が立つ。ぞわぞわとした感覚。そう、無数の小さな虫が身体中を這い 
回っている——そんないやな感触。 

(だめ……だめ：…•だめ…… ) 

もし、 自らの 感情を抑制できる術を知つていたならば、 そんな凄まじい 嫌 悪感といえ ども 
打ち勝つことができただろう。しかし、 それは 今の さくらには 無理な相談だった。 

さくらはなんといっでもまだ十三歳。剣の腕そのものは素晴らしいレベルまで上がってい 

しゆうよう 

るとはいえ、精神修養はそこまでついてきていない。 

(ああああ .) 
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さくらの心は限界に達していた。嫌悪感にょって追いつめられた感情は針の I 刺しで軽く 
爆発する。 

そして、それが来た。 

- t アアアアアアアアアアアアアアツ 
突然、さくらの前の視界が開けた。 

落下にょぅやく現実感が伴ぅ。視界の先には地面がある。底だ。 

そして、そこにはあの4?桜の下にいた男の身体が倒れていて、その皮膚を無数の蛇が喰い 
破っていた。 

グロテスクな光景— 

「きやあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！| 
さくらの 悲鳴が響きわたる。 

感情の爆発。と同時に、さ X らの頭の中でなにかがプツンと切れた。 

瞬間、 さくらの 視界が真っ 白に なった。 
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20 

(ぁ…… ) 

さくらは なにか冷たい感触を味わっていた。 

皮膚に直接伝わるヒンヤリとしたこれはなんだ？手、足 . いや違ぅ0 

顔。そぅ、頰だ。 

頰がなにかに触れている。決して冷たすぎないこの感覚。 

さくらは身に覚ぇがある。小さい頃からょく感じていた感触だ。 

(これは…… ) 

床……木の床……縁側。 

「あ . .」 

さくらは突然目を開けた。 . 

一瞬ぼやけていた目の焦点はすぐに合ってくる。 

それはさくらにとって見慣れた光景だ。 

続く廊下。広い庭。そして、目の前の一本の桜の木。 
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「ここ……!?」 

そう、それは自分の家だった。 

「帰つてき /J . ■•えつ!?ちょつと#つて▼•」 

混乱した頭をさくらは必死に解きほぐしていく。 

さくらは 家を飛び出した。 そして 大崎八幡宮に向かった。境内の蛇桜の下で強烈な悪意を 
感じさせる男と 出会い . 。 

「なぜかいきなり地面に大穴が開いて、あたしは落ちた……はず。あれは……夢？」 
さくらは周囲を見回した。 

間違いなく自分の知っている家だ。生まれてからずっと住んできた家だ。 

「どういうことなの？ あたしは家を飛び出さなかつた9 . ううん、そんなことない。 

あたしは家を飛び出した！家が憎くて . お 父様を 死に追いやった 真宮寺の 家が！」 

それはさくらにとつて曲げることのできない事実 だ。 

となれば、 今 さくらが 家に いるというのは 事実と して 容認で きないことと なる。唯一考え 
られることは大崎八幡宮で気を失い、その間に家まで運ばれたということだが ……0 
「違う！違うわ！ なにかおかしい！これは間違っている！なにかが間違ってい 
る f •」 









93 第六話 


さくらは 自分に言い聞かせる ょうに 叫んでいた。 

なにが、 とは 言ぇないが、違和感があった。 

なにかが違う—— 

さくらはもう 一度周囲を注意深く見た。目に映っ ている 光景(:問題はない。 ここは 自分の 
生まれ育った家に間違いはない。 

だが、違和感は消ぇない。目から入ってくる情報に間違いはないのに感じる違和感。 

「どういうこと、これつて . ？」 

さくらは立ち上がつていた。 

一歩、二歩と庭を進む。 

桜の木のそばまでやってきて、いきなり家のほうを振り向いた。 


家が そこにある。建物としての 家。 そして、象徴としての 家。 

すがたかたら 

姿形はいっさい変わっていないのに、 さくらに 違和感を与ぇるもの。それは家—— 

「 . ！」 

とつぜん せま 

突然、家が さくらに 迫ってきた。もちろん、別に家が動き、 さくらのほぅに 動いてきたわ 

しねん ナんおかん 

けではない。家が強烈な思念を発したのだ。そして、それは さくらに 嫌悪感を 与ぇる 種類の 
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もの。 

「さつきのあれと変わりない……！なに？これはなに!?あなたはいったい . !?」 

さくらは家に向かって叫んでいた。 

ガタン…… 

突然物音が響く。 

それは障子が開く音。そんなに大きな音ではない。 

それでもさくらを驚かすには十分だった。 

「ぇっ . !?」 

卩★がま 、ゥ^>ん けんおかん 

無意識のぅ ちにさくらは 身構ぇていた。自分の家であっても、違和感、嫌悪感が さくらを 
そぅさせて いた。 

真正面のさくらの部屋の障子がゆっくりと開いていく。 

「 . ！」 

中から大きな人影が現れた- 

「あ……」 
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さくらはその 瞬間、 硬直した。 

確かにそこにそんな人物がいたら、普通の人間でも驚くだろぅ。悲鳴をあげ、逃げ出す く 
らいの ことを するかもしれない。 

しかし、 さくらにとつて すれば「悲鳴をあげ、逃げ出す」程度では すまない 人物で あつた 0 
筋骨隆々の肉厚な身体。ギョ ロリと した目。皮膚の色は なんと 緑だ。そして、彼をもつ 
とも特徴づけているのは、髪の間からのぞいた二本の角。 

動物の皮と思われるものを腰にまいただけで、背中には小さな和太鼓を円状につなげたも 

のを北！ 1 C 負つている。 

それは絵草紙の類でしか見ない姿。 

鬼。雷神。カミナリ様。 

|あ岁'あ . ！」 

さくらは目と口を開いたまま動かなくなつてしまつた。*顔色は青いを通り越して、真 
と言つていいほど だ。 

他の人間からすれば、 ある 意味 滑稽とも言ぇるその 人物の姿は、 さくらには 想像を する 
衝撃を与ぇていた。 

「いやだよ . おへ そとられちやぅよ . いやだよ . やだ . やだ . 」 


白 
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さくらはその場に座り込み泣き始めた。 

完全なパニック状態だ。 あまりの 衝撃に一時的な幼児退行現象まで起こしている。 

そうな のだ。 さくらにとって カミナリ様はこの世で もっとも 恐ろしい存在だった。それは 
一つのトラウマ。 

それは さくらが まだず つと 小さい頃に起こった。 

お転婆でやんちやなさくらは若菜の言うことも 聞かず、 雷鳴の轟く日にまで遊びに行こう 
とした。 

「カミナリ様におへソをとられても知りませんよ」 

構わず さくらは 幼なじみの男の子を誘って遊びに出た。 

遊びはよりにもよって木登りだった。 

「さくらち やん、危 いよ！」 

「平気、平気」 

事故は直後に起きた。 

さくらの登っていた木を稲妻が直撃したの だ。 

「きやあああああああつ！ 1 
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さくらのほぅは奇跡的に無事だった。 

しかし、下で見ていた男の子のほうは倒れてきた木に圧しつぶされ〔大ケガを負って しまう0 
大人が駆けつけたとき血を流しながら fl れている男の子の横で、さくらがえんえん声を 
出して泣いていた。 

それ以来、雷鳴が轟くたびに さくらの 怖がり方は尋常ではなかった。 


カミナリ様がギヨロツとさくらを見据えて、一歩前(:出た。 

「怖いよ . やだよ . おへそが . 」 

さくらは動けない。いや、 もう 動く とか 逃げる とかいう 認識がないのか もしれ ない0 
ただ虚ろな目で怖い怖いとつぶやき続けているのみだ。 


カミナリ様は全身に力を込めるょぅに拳を握りしめた0 

しゆんかん 

その瞬間- 

ゴロゴロゴロビシヤアアアアアアアアツ！ 
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間近での凄まじい落雷。 

圧倒的な音と光がさくらの周囲を支配する。 

「きやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ 
ああああつ！」 

さくらは声帯がはち切れんばかりの悲鳴を あげた。 フツと目の前が真つ白になる。 

意識が遠のきかけたそのとき- 

(あ…… ) 

強烈に感じたのは殺気だった。 

薄れゆく意識の中で、さくらはぼんやりと思つていた。 

あたし、死ぬ —— と。 

強烈な殺意がさくらを飲み込もうとしている。それが身体に触れたとき、さくらの命の火 
は消えるだろう。 

わかつているがどうにもできない。 

身体が動かない。 

意識も失われょうとしている。 
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(ぉ父様…… ) 

最後にさくらの脳裏に浮かんだのはあの光景であった。 

別れの日。桜の木の下に立つ一馬の姿—— 

それはこんなときでもはつきりと妙にリアルな映象で浮かんでくる。 

桜の花が舞う。 

一馬が笑う。 

その微笑みは見る者の心を安んじなごませる。 

それが今ょり死出の旅立ちをしょうとしている人の姿か - 

微笑みの中(:ある泰然とした落ち着き。すべてを受け入れ、そしてすべてを知つた者の余 
裕。そう、彼はわかつていたのだ。常に自分がなにをすべきか。 

そして、目の前の我が子になにを託すべきか。 

〈さくら . 〉 

一馬の声が聞こえる。 

(ぉ父様…… ) 

〈まわりに心を開きなさい。おまえは常に多くの者とともにいる〉 

(お父様…… ？) 
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〈おまえの試練は孤独で辛いものだ。しかし、それはまた多くの者たちの温もりの中にある 
……人は一人では生きられない。人間は自分たちだけでは生きられない〉 

(お父様、どういうことなんです？ お父様…… ？) 

〈お婆様がおっしやった言葉の真の意味を解せ！おまえの試練はまだ始まったばかりだ。 
まわりに 心を 開け！〉 

(ぉ父様…… ！) 

それはほんの瞬間、零コンマが延 々と 続くほどの秒数のことでしかなかったはずだ。 
しかし、 さくらは 確かに父と会話し、強くなにかを教えられたのだ。 

まわりにいる 者は邪気に支配されたものばかりではない、と。 

(あたしは…… ！) 

消え入りそうだった意識が一気に覚醒する。 

周囲の光景は音も立てずに崩れ去った。 

カミナ U 様の姿も見えない。 

(静か…… ) 

さくらの目が開く。 
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さくらが そこに 見た者は自分を囲む無数の桜の花びらであつた。 


21 


奥の部屋で桂が ス ツと目を 開けた0 


緊張した顔つきだ。口を真一文字に結んだまま、空中の一点をじつと見つめている。 


なにごとか桂がつぶやく。 

それは桂の言葉が理解できる者なら こう 聞こぇたことだろう。 

さくら-と 

桂は立ち上がった。 

そのまま 障子を開け、縁側に出る。 

おおおくさま 

「大奥様」 

庭には権爺が控ぇていた。まるで桂が出てくることを知っていたかのょうに。 





102 


I わかつています、 さくら お嬢様が一人で切り抜けなくてはならないことは」 

「 . 」 

「けれども、さくらお嬢様は心の優しい子ですじや。化け物どもはお嬢様のその優しさを狙 
つてくるはずですじや| 

r. 」 . 

「そんなさくらお嬢様が不憫で、不憫で……」 


おおおくさま 

「大奥様！」 

ごんじい どげざ 

権爺がいきなりその場に土下座する。 

「なにとぞ、この 権 爺めがさくらお 嬢 様に加勢する ことを お許しください まし！ それが真 

ぐうじ 

宮寺家のためにならないとしても、権爺は さべ らお嬢様になにかあつたら生きていけません 
です じ や！」 

r. 」 

桂は表情 I つ変ぇず権爺のやるさまをじつと見ていた。その皴だらけの皮膚からのぞくか 

ひとみ 

細い瞳にはなんの感情も浮かんでいないょぅ(:見ぇる。 
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だが、次の 瞬間わずかに輝くものがそこにあふれる。 

涙だ。 

「耐えるのじや」 

「……！」 

桂の声に権爺は顔を上げた。いつもと違う声の調子に権爺はなにかを知り、亂を 伝うもの 
を.見てそれをはつきりと認識した。 

「大奥様……」 

「 . 辛いのは私とて同じ。けれど、今だけさくらを救ったとて、それではやがて破歡に恶 

る運命じや」 

「けども . 」 

「さくらを救う者は我らではない。 もつと 別の者たち じ や。我らの力を 借りることなく、そ 
の者たち と 心通わすことができればさくらは 強くなる」 

「 . 」 

「父親を亡くしたばか^の娘に過酷なことをと世人は思うかもしれない。けれど、我が真宮 

寺家の宿命はそのようなことを考慮してくれぬ。私はさくらを一馬と同じうしたくない . 」 

「大奥様……」 
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しん^. ■ぅじ しゆくめい 

真宮寺の宿命—— 

桂はそれを守らなければならない立場ではなかつたのか。 

違ぅ。違ったのだ。 

「真宮寺の家など滅びても構わぬ…… 。けれど、さくらは死なせとうない」 


権爺は泣いていた。孫娘(:対するこの小柄な老女の想いを知って。 

「万が一さくらになにかあったときはすべて私の責任じや。さくらを一人、向こうの世界に 
やりはせぬ」 

桂が羽織を脱いだ。 

J" 」 

権爺が息を飲む。 

羽織(:すっぽり覆われていたため今までわからなかったが、桂は真っ白な着物を着ていた。 

し しよう ぞく 

死に装束—— 

「お義母様……」 ， 

障子の向こうで声がする。 

，だ。 
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「お義母様、お許しください。私はさくらが出ていく直前、ほんのぃ一っ齡％お義母様に飯みを 
抱きました。なぜさくらを、と辛く思いました」 


「けれど、それはお義母様の心を理解することができなかつた私の^.徳。けれど、 もぅ 私 も 
迷いませぬ。お義母様に従います」 

スッと障子が開く。 

「奥様……」 

権爺の涙腺は完全に決壊した。 

そこにはやはり死に装束をまとつた若菜が座つていた。 

2 

2 

そこには温もりがあつた。 

さくらを覆ぅ温もり。それは桜の花びらの放つ温もり。 

(桜の花びらがあたしを守つてくれている .？) 

桜吹雪が周囲を舞つている。 
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それは空間(:安らぎを与え、さくらを守つている。 

物音 一つし ない、静寂の世界が広がる。 

あるのはさくらと桜の花びらの存在感。 

そして、 黒き想念。 

〈な…ぜ…だ . 〉 

邪悪な声がさくらの脳裏(:直接響いてきた。 

もうさくらは 怖がらなかつた。 

手にしていた木刀をギユッと握りしめる。混乱の中で忘れていたその武器を。 

〈邪魔を . するな . おまえたちに . なんの . 得が . ある . 〉 

黒き声はだれかを強烈に非難していた。それはさくらではない。ではいつたい— 

〈おまえたちも . 元は . オレた ちと一緒で . あつたでは . ないか•…なぜ . 邪魔 

をす る . > 

「えっ . !?」 

さくらが 怪訝な表情をする。 

黒き声に周囲の桜の花びらがざわめいたょうな感覚を覚えたのだ。 

黒き声が言葉を投げかけているのは周囲の桜の花、びらたち。いや、そうではない。それは 
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もっと観念的な存在。 

花びらの後ろにいるのはだれだ—— 

、ザァァァァァァァァァァァァァァ . 

風が吹く。 

花びらがいっせいに黒き声に向かぅ。 

すでに黒き声の主は姿を現している。男。いや本体は蛇のほぅ。男の身体を食い破った無 
数の蛇たち。醜亜〗で、思わず目を そらしたくなる 姿。 

だが、 さくらはそれをじつと見据えていた。 

先 ほどまでとは 違つて、 驚くほどさくらの 心は 落ち着いている。目の前にいる者をまつす 
ぐ M ることができる。 

そして理解した。 

それは蛇などではない。醜悪な姿の食い破られた人間でもない。 

黒き想念の塊。. 

歪んだ想い。 
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憎しみと苦しみで彩られた心。 

「はあああああああああああああああつ！| 

気合いがほとばしる。 

さくらに 怒りはなかつた。 

本人はそのことを理解していたかどうか。ただその瞬間、さくらは無我の境地に達してい 
た。 

けんさい 

なんという頻才- 

ヒユツ！ 

上段から振り下ろされた木刀がまっすぐ黒き塊に向かう。 

瞬間、黒き塊がある姿をとった。 

それはさくらにとつて決して剣を向けられない姿- 

真宮寺一馬が微笑んでぃる。 

だが、 それはさくらを止める力とはならない。 

(無駄です) 
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声には出さなかった。 

目が そう 言った。 

それは父ではない。愛する者ではない。 

最愛の者を踏みに じられ た怒りは湧かなかった。 あるのはどこか 憐亂の 15 いだけだ。 
(かわいそう .) 

そう 思いながら さくらは 木刀を振り下ろしていた。 

なぜそんな想いが浮かんだのか。だが、父の姿をとった黒き者を討つとき、 さくらの 全身 
を哀しみが覆ったのだ。 

相手を思いやる心が哀しみを呼んだ 

ザシユッ…… 

木刀は振り抜かれた。 

父の姿はもうない。 

〈ああああああああああああああああああああああああああああああ . 〉 

断末魔の悲鳴が響く。 
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さくらは思わず目を閉じた。 

たとえ黒き 存在とはいえ、一つの存在を消滅させた悔いる気持ちと、 まつたく 相反する安 
f の気持ちが浮かぶ。安堵したのは自らの生命(:害を及ぼす相手を倒したからではない。な 
にかを達成したという安堵感だ。 

だが、それがなんなのか、まだ さくら 自身にもわからない。 


さくらは目を開ける。 

そこには もぅ蒼和感を覚ぇた真宮寺家はない。あるのは真っ暗な闇だけ。 
さくらは 闇の中(:立つている。 
r ……！」 

さくらは 闇の中でふたたび落下して いく 感覚を味わっていた。 

まだ黒き 存在は いるの だ。 

けれど、もぅ怖くはない。 

それょりもさくらに 芽生ぇていたのは なに かの使命感であつた。 

私が彼らを救わなければ— 

(これはなに .？) 
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無垢な気持ちで、さくらはそう自問した。 

3 

2 

一瞬の意識の消失の後、さくらは自分の足が地面の上に立っていることを知った。 
周囲に景色が戻っている。 

どこからも 悪意は 感じられない。 

「ここはどこ . ?」 

さくらはあたりを見回した。 

「ぁれ . ？」 

目の前に立ち並ぶ木々が見える。その向こうにあるのは神社——大崎八 I 宮だった。 
「八幡様の前？でも……なんか……？」 

確かに そこは 見知った八幡宮の前だ。が、 しかしな にか違和感が ある。 

それは先の闇の中で見た真宮寺家とは違う違和感。 

なんと言えばいいのか。知っている八幡宮とはどこか形が 違う。 

そういえば、八幡宮の まわり(:ある 森 もどこか 違つ ている。 
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「おかしいな . ？」 

「これ、そこな娘」 

野太い声が響く。 

驚いてさくらは振り向いた。 

道の脇に男があぐらをかいて座り込んでいる。 

「えつ . ？ - 

玄ぅぜん 

さくらは呆然とその男を見つめた。 

見た目にも siii な肉体を持つ男だ。粗末な着物と袴の間からはち切れんばかりの筋肉がの 
ぞいている。無論、身体も大きい。 

だが さくらを 啞然 とさせた のはそんなことではない。 

ボサボサの頭は後ろで縛ってある。 月 代はないが、それは間違いなく髢だ。さらに腰に差 
してあるのは大小の刀。脚絆に草鞋。まさしく旅途中の武士といぅ姿だった。 

「お、お侍さん？」 

「悪いが娘、このあたりで泊まれる家はないか？」 

「え、えっ？」 

「一夜の S を借りたいと®ってな。宿代も多少ならある」 





113 第六話 


「あえ、ええ . ？」 

いつたい自分がどういう状況に置かれているのか、さくらにはまるで理解できていなか 
った。 

さくらの 混乱した様子を見て、武士は自分の ことを 怖がつ ている と 思つ たらしい。 

「娘！」 

(ぁ…… ) 

男は笑つていた。思わず引き込まれそうになるほど、なにか不思議な魅力に満ちた！<みだ0 
混乱するのも忘れ、さくらもつい男の笑顔に見とれてしまう。 

「なに、怖がることはない。わしは千葉.周作という。 I 介の武芸齡だ」 

男は笑みを浮かべたままそう言つた。 

24 

千葉周作は奥州の人である。 

陸奥国気仙郡気 M 护(彩|§郡1!合村と il 口われてぃる)に生まれた。今の i<g 敲矿市でぁ 
9、仙台から北東おょそ一〇〇 キロのと ころにある。幼名を^菟1(一説には戴於) といつ 
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た。 「 F 菟」とは中国の楚の地方の方言で、「虎(寅)」を意味する。父、幸右衛門(これま 
た諸説あり、忠左衛門ともある)は医者で剣道に優れてぃた。 

七、八歳のと きょり 父について剣を学ぶ。その腕は父も目を瞠るほどであったという。 

えどきんごう まつど しゆうさく ふく むすこ ぜん 

十五歳のとき、一家は江戸近郷の松戸(:移った。幸右衛門が周作を含めた三人の息子の前 
途を考ぇた ためともいう。 

先にも述べたが、戦国期の伊藤一刀斎以来の一刀流を継ぐ浅利又七郎義信につぃて剣を極 

たもと そうせつ ほくしんいつとうりゆう 

める が、やがて袂を分かち、 自ら 一流を創設した。これが北辰一刀流である。 

二年(一八二〇年)の頃から数年、周作は諸国をまわり、大いに声望を高めた。この 

せんご、 じようしゆう ぐん ま 

とき、仙ム at に 立ち寄った とぃう 記録は特に残ってぃなぃが、文政五年、上州(今の群馬県) 
に出かけたとき、東北まで足を延ばしたらしい。各地にそのょうな伝承だけはある。 
生まれ故郷を見ておきたかつたのか、それとも . 。そのときの周作の胸中はいかばか 


(ち、千葉周作…… !?) 

さくらは 愕然と目の前の侍を見つめていた。 

北辰一刀流を習ぅ者として、 さくら も当然千葉周作の名前は知つている。しかし、さ， 
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が知る彼と、目の前の武士との関係はいったい—— 

いやいや、 そもそも 「武士」がさ くらの 目の前に いると いうのは どういうことなのだろう0 
自分は遠く、武家の世に潜り込んで しまったと でもいうのか。 

(これは現ではないわ……夢よ) 

当然のごとく、さくらはそう考えた。 

夢。それが一番この事態を説明できる。 そしてもう 一つ。幻。 さくらに 害なす、あの黒き 
想念の新たな罠ではないか。 

「これ、勝一 

大きな声にさくらは我に返つた。 

周作が不思議そうにさくらをじつと見つめている。 

「あ、あの……」 

「武家の者らしいな。女だてらに剣も使うか？」 

さくらの 手に した 木刀を認め、周作が 言う。 

「よ、よ、」 

「ほう」 

好ましげな顔で周作はまた微笑んだ。あの笑み。人に悪意ではない、強烈な印象を植え込 
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む。 

(夢か幻……ょね) 

その笑みを見ていると、さくらは今体験している出来事が現実のことではないかと思ぇて 
くる。それほどの力が周作の笑いにはある。印象深い。 

「流 Mr は？やはり願立流か？」 

ほくしんいつとうりゆう 

「あ、ぃぇ、北辰一刀流……」 ' 

言つてから さくらはしまつた という思い(:駆られた。目の前の周作の表情に、明らかに驚 
きの感情が浮かぶ。 

そうし りゆうぎ おうしゆう 

それはそうだ。自分が創始して間もない流儀を、遠く奥州の一少女が学んでいるというの 
だから。 


周作の顔から笑みが消ぇ、真剣な表情でさくらを見つめた。 

射るょぅな視線が痛い。 

(これ、夢じ やない .) 

視線を受けて、さくらは思っていた。周作から受ける感覚。それは現実のものだ。 
緊張感がグングン高まっていく。 







117 第六話 


が、敵意ではない。敵意ではないが、なにか銳い感覚が さくらに 向かっ てきている。 

そう、それはまさに抜き身の真剣を今にも出されるょうな感覚- 

「 . ！」 

いきなり周作が真剣を抜いた。 

少なくともさくらにはそう S えた。 

抜いた真剣を さくらめ がけて振り下ろして くる。 

「はっ！」 

思わず さくらは 手に した 木刀で受けていた。 

だが、次の瞬間気がつく。周作が剣など握っていないことに。 

「ぁ……」 

「すまなかつたな、娘」 

ふたたび周作の顔に笑みが戻っていた。しかも、前以上に好ましげな表情に変わっている。 
「い、今のは……」 

さくらは愕然と周作の刀を見た。 

周作は刀に手をかけていない。 さくらに 会つてから一瞬たりとも。 

では、今のはなんなのだ？ 
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考えられることは、真剣を振り下ろした、と思わせるほどの強烈な念を周作が放ち、 

はんのう 

れに さくらが 反応してしまつた -そういう ことか。 

周作が興味深そうに言う。 

「確かにおまえさんは北辰一刀流を使うょうだな」 

「えっ!?」 

「しかもかなりの腕だ。その歳で、しかも女で」 

先ほどの一瞬の受けで、周作はすべてを見抜いていた。驚嘆すべき眼力。 

「だれに習った？」 

「あ、あの……父です」 

「 . 娘' 名は？」 

しんぐうじ 

「さくら . 真宮寺さくら J 

「……1」 

またしても 周作の顔から笑みが消えた。 

今度は、まるでずっと求め続けていたものを見つけたかのょうに、好奇の感情が周作の顔 
に現れていた。 


そ 
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5 

2 

周作とさくらは大 I 八の境内にいた。 

「ここならば一夜の宿も頼めるかもしれぬ。なに、いざとなれば社殿の縁の下にでも寝るさ」 
そう言って周作は笑った。 

つられてさくらも笑う。さくらはすっかり周作に気を許していた。千葉周作という人間は 
そうやって他人の心を開け放させる魅力に溢れているのだ。 

会つて話をしているうちに、他者はもつと周作のことが知りたくなつていく。そして、自 
然とそのためにはこちらが心を開かなければと思うょうになる。 

いつしかさくらは周作に自分の ことを 打ち明けていた。自分が この 時代の人間ではない と 
い>フこと も。 

「おまぇさんは不思議なことを言う娘だな」 

周作はニコニコ笑みを浮かべながらそう言う。笑いを浮かべているからといつて、さくら 
の言う ことを 真剣に取り合つていないかというと、そうではない。 

この時代の常識や理性では理解できないことかもしれなかったが、周作は周作なりの基準 
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でそれを直感的に理解していた。 

周作は言う。 

「おまえさんの使う北辰一刀流は完成されてるょ」 

「えつ!?」 

「おまえさんの形は完璧だ。けれど、わしのはまだそこまで行つていない。自分の求める形 
を目の前で見せられるとはな」 

「あ、あの……千葉先生」 

「ん？」 

「私の言うことを信じてくれるんですか？」 

「信じざるを得まい。この世で最もわしが信じる剣がそう教えてくれているのだ」 

「は、はい . 」 

周作と さくらは 社殿の石段(:腰を下ろした。境内にはなぜか人がいない。 

二人の目の前にはまだ若い桜の木がある。そう、それはやがて百年の後、『蛇桜』と呼ば 
れるあの木だ。 

「それでおまえさん、家を飛び出して来たのか？」 

「はい……」 
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さくらは周作に今の境遇を話し終えた。 

家の者以外にこんなことを語るのはさくらにとつて初めてのことだつた。 

「お父様がなぜ死ななければならなかつたのか……私には どうしても わからないんです」 

r . そうか。わしにはわかる気がするがな」 

「えっ!?」 

さくらは 思わず周作を見た。 

周作は前を見たままだ。が、視線は宙を漂っている。なにか思いを馳せているかのように。 
「お父君にはやらなければならない ことが 見えた ということだろう な」 

「やらなければならない こと . ？」 

「人は天によつてその行く末を決められているという。これを天命という」 

「えっ？」 

「人が天命を全うできるかどうか、人は自らの運で切り開かねばならぬ。これを運命という」 
「運命……それが!?」 

周乍がさくらのほうを向く。 

さくらと周作の視線が合う。周作の瞳には我が子を諭すような温かさがあった。 

「運命というのは押しつけられるものではない。自らで切り開くもの」 
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「もし、お父君が自らの天命を悟り、それこそが自分の生きる道と決めたならば、死ぬこと 
であろうとその道を全うする。運命を受け入れるとはそういうことだ」 


一天命を知る ことができた 人間は幸せだ。 ましてやそれ を全ぅで きたのならばなおさら」 
r ……納得で きません」 

さくらは凜とした 声で言つた。 

周作は無言で さくらを 見つめて いる。 

「千葉先生の おつし やる とおりな らば、父が死んだ ことすら 喜べと 聞こぇます。 そんなの、 
私には……」 

「生きる ことは 大切だ。けれど……死ぬべき ときに 死ねなかつた人間は惨めなものだょ」 

「ぇつ . ?」 

「おまえさんはまだ若い。こんなことを言つてもわからぬかもしれぬが . わしは常に自分 

の死ぬ瞬間を考えていきておる」 


「清々しい『死』とはそれほど大変なものだ」 
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「でも . ！」 

「まあ聞け」 

ふと周作は遠くを見るような目つきになつた。 

「けれどなにも死ねばいいというものではない。『生きる』ことは大切だ。ましてや『生き 
続ける』ことのなんと難しいことか。ある意味、『死』は逃げることと同じなのだ」 

「 . 」 

「しかし、その『逃げる』 ということを 選択しなければ ならないときが 必ずある。運命を切 
り開いた とき、 目の前に現れたのが『死ななければならない』 こと だとしたら」 

「 . 」 

「それは誇りにつながる。わしはそのとき粛々と死を受け入れる」 


さくらは釈然としない様子で周作を見つめている。そこには、父に憧れる少女の顔があつ 
た。 

(でもやっぱり……お父様…… ) 

周作は微笑みを浮かべたままさくらを見ていたが、その笑みを消し、いざ本題にといつた 
様子で言った。 
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r 真宮寺……裏御三家だな」 

「ぇっ!?」 

何度目の驚きか。 さくらは 周作と出会つ たと きの表情に変わる。 

「なぜ、それを . !?」 

「神君家康公が精魂傾けて作り上げた町、 江戸 ……真宮寺はその江戸の町を守るためにある」 
「 . ！」 

いつとうりゆう 

「そして、一刀流 もそう だつた」 

周作の淡々とした声が境内に静か(:響いた。 

6 

2 

一刀流の始祖、伊藤一刀斎景久は数多くの伝説に彩られた人物である。 

瓶 もろとも 盗人を真つ二つに したと いう瓶割刀。鶴岡八幡宮に祈願すること七日、夢の 
中で会得したという夢想剣。幕府から将軍家剣法指南役として乞われたとき、弟子の神子上 
典膳を推挙して忽然と姿を消したという。 、 

これら様々な伝承にもわかるとおり、剣聖と呼ばれる人物は強い神秘性に覆われ、その創 
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始した剣法にもそれらの神秘の影を色濃く落としていた。 

そんな神秘性を払拭し、剣法を現代の「剣道」にも 通じる スポーッの形に完成 させた のが 
千葉周作であった。 

だが、 千葉周作は具体的にいつたいなにを削ぎ 落とした のか。 そして、その 削ぎ 落とした 
側には目を向けなかったのであろうか。 

周作はじっと目の前の桜の木を見ている。 

しばし周作の顔をうかがつ たさくら だつたが、やがて周作と 同じょうに 桜の木の ほうを 向 
ぃた。 

ちらりちらりと時々桜の花びらが舞い落ちる。 

「権現様はな、天下をとった後、 _ら が造り出した江戸の町を守る ことに 心を砕かれた」 
権現様というのは徳川幕府初代将軍徳川家康のことだ。東照大権現の神号を得たことか 
ら 、広くそう呼ばれていた。有名な日光東照宮は この 家康を祭ったものである。 

「西国の有力外様大名ににらみをきかし、京を抑ぇるため、尾張様と紀伊様を。そして、奥 
州の抑ぇのため水戸様を」 

「 徳川 御三家で すね」 
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「そぅだ。けれど、それはあくまで表の武力のため。裏の力に対抗する力は別だ」 

「裏の力……？」 

「世を乱す魑魅魍魎の力のことだ。この世には そぅいった 魑魅魍魎たちが満ちている。彼ら 
は弓矢の力で倒すことはできぬ」 

「魑魅魍魎……」 

さくらは 自分(:襲いかかって くる 黒き者たち のこと を思った。確か(:普通の人間では彼ら 
に 勝つ ことは できない。 

「魑魅魍魎を倒すことができるのは普通の人間にない力の持ち主……その代表が西国の隼人。 
京の藤堂。そして、奥州の真宫寺」 


「この三家を称して裏御三家といぅ」 

「周作先生は……？」 

「なぜそのことを知つてるかといぅとだな……わしの家もまた真宮寺に連なるのだよ」 
「ぇぇっ!?」 

周作はさくらにニッ コリと 微笑みかける。 

「わしの家は真宮寺から分かれてだいぶ経つらしく、父の代までそんな力はなかつた。しか 
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し、わしは鬼子でな。生まれた ときから 魑魅魍魎の姿を見る ことができた。彼らと 戦う こと 

も」 

「戦う . 」 

「やみくもに力を発揮しようとしても、彼らに勝てるわけではない。彼らに勝つにはそれな 
りの術が 必要だ。 そして、わしの家に伝わっていた 北辰 流にはそれがあった」 

「北辰流 . !?」 

「わしの祖父がつけた名前だがな。祖父の我流の剣だとわしは思っていた。だが、真相は違 

った」 

「 .？!—. 

「北辰流は一刀流から分かれた破邪のための剣だった。元々は真宮寺の剣」 

「ぇぇっ!?」 

「世に将軍家の流儀二つあり。一つは表の剣。これは柳生新蔭流。そしてもう一つは裏の剣。 
すなわち小野一刀流」 

「 . ？」 

T 伊藤一刀斎によって始められ、神子上典膳こと小野次郎右衛門によって完成させられた一 
刀流は、江戸の町を裏の力から守る破邪の剣なのだ。そしてそれは真宮寺の剣とまったく祖 
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を一緒にする。すなわち、一刀斎と神子上典膳は破邪の者だ。裏御三家に連なる者」 

「 . 」 

なぜ幼いころからさくらは北辰一刀流を習わされたか。それが破邪の剣だとしたらうなず 
ける。 さくらもまた破邪の血を引く者。運命の子。 

(お父様と同じ運命の…… ) 

さくらの顔に哀しみが浮かぶ。また父のことを思い出したのだ。 

(北辰一刀流もお父様を運命に導ぃた一つ…… ？) 

もしそうなら ば……——複雑な表情で さくらは 周作に言つた。 

「先生は破邪の剣を極めょうとぃうのですか？」 

そうならばさくらに とつて周作 もまた 父の死を手伝つ た 一人となる。 たとえ 本人がいつ さ 
い知らないとしても。 

さくらは まだ子供だ。父の死を嘆く一人の少女だ。理性的に考えろとぃうほうが無理なの 
かもしれ ない。周作が肯けば、 さくらは 感情的に周作 すら 憎しみの対象に入れかねない。 
そんなさくらの 気持ちを知つてか知らずか、周作はとぼけた声で言つ.た。 

「そうではないな」 

「えつ . ?」 
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「むしろそういつたものを切り離したくて、わしは本家の一刀流を学んだのだょ」 

「どういうことです？.」 

「普通の人間に余計なことを知らせる必要はないということだ」 

「余計なこと . ？」 

「余計なことを知れば人は必ず首を突つ込みたがる。そんなことであたら命を落とさせるわ 
けにはいくまい」 

「えつ . ?」 

「破邪とはそれほど大変なことだ」 

r. 」 

「江戸を守ること。それは将軍家を守ることでもあるし、江戸の町に住む武士や町人を守る 
ことでもある。破邪の力は人々を守る力だ」 

「人々を守る力 . ！」 

さくらは愕然となつた。 

父が守ろうとしたのは東京という都市だけでなく、そこで生活する人々- 

さくらは思い出した。父がいつもなにを見ていたか。 

修行のとき、自分を見ていた父の目は、普段は人を、そして自然を見つめていた。 






人を { 寸る こと- 

自然を守る こと- 

この世界を守ること- 

今思えば、父はいつも そのこと を考えていたのだ。 

(ぉ父様…… ) 

初めて、 さくらは 父の使命と いう ものを肌で感じた。天は父に人々を守れといい、父はそ 
れを粛 々と 受け入れた。それだけだと思つていた。 

だが違うのではないか。 

そこ (:使命を超えた意志があったのではないか。 

死という結果はあくまで結果……？ 

では、父、真宫寺一馬の真意は—— 

「また父の死を考えておるのか」 

「えっ!?」 

一瞬、 さくらはボーッ と考え込んで いたらし い。 

周作の声で我に返り、さくらは振り向いた。 

(あ…… ) 
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周作はやさしく微笑んでいる。その笑顔が一馬のそれとかぶつた。 

「そぅ簡単にわかるものではないかもしれぬょ。なにが正義でなにが悪かはな」 

「えつど 

「妖怪の類だってそうだ。人智の及ばぬ者をすべて悪と考えるのは間違つている。人を守る 
異形の者とているかもしれない。たとえ、悪だとしても、なぜそれが悪なのか？悪になら 
ねばならなかつた理由があるのではないか？」 


「罪を憎んで人を憎まず、とも言ぅ。悪になつた理由がはつきりして、それがもし、実(:哀 
れな こと だつたらどぅす る？ それでもその悪を憎み きれる のか？」 

「 . 」 

「物事の本質とはそういうことだ。そして破邪とは邪なる者をただ滅すことではない」 

「えつ？」 

I 父君はそのことを知つていたのだろう。その上ですべてを受け入れた。しかし、そこに至 
るまでは茨の道であったかもしれない。」 


「父君の気持ちを知りたいのなら、そのすべてがわかるまで待つことも必要だ」 
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r ……はぃ」 

さくらは 素直にうなずいた。 

そうなのだ。焦る必要はない。悩み続けてだれも文句を言うはずがない。 

そう思った瞬間、 さくらは 急激に肩から力が抜けていくのを感じた。きつく心を締め付 
けていたものがゆるまつていく。 

「私は悩みます。これからずっと。父の死について」 

「 . そうだな」 

周作は立ち上がった。 

そのまま 桜の木に向かつて歩いていく。 

歩きながら周作は独り言のょうに言った。 

「わしが今回仙台まで足を延ばしたのは真宮寺の本家を訪ねるためだった。けれど、もうそ 
れも必要ないだろう」 

「ぇっ？| 

桜の木の下に来て、周作は立ち止まった。 

そして、 さくらの ほうに振り返る。 

「わしの知ったことが少しでも真宮寺の家のためになればと思ったのだが……真宮寺でも同 
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じことを考えておつたか」 

「……どういう意味です か？」 

「わしが今作り上げょうとしている把1ぃ一77?¥以跛狐の擗をすべて消した緲。その消すほう 
の剣はいわば裏の北辰一刀流。それは真宮寺の……破邪の者のためにある剣。破邪の者が自 
らを 守り、 人を生かす剣」 

「えっ？| 

「おまえさんが……真宮寺の子孫で ある おまえさんが裏の北辰一刀流を知っ ているというこ 
とは、真宮寺の者も決して死ぬため(:戦っているのではない という 証拠」 

「 . ！」 

「真宮寺に伝えられるべき北辰一刀流は魑魅魍魎を倒し、 そしてそれを 生かす剣！真宮寺 
にとって 必要な剣のはず。 このょうに……！」 

周作がいきなり剣を振るう。 

ザシユッ！ 

「あっ！」 
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さくらが 驚きの声をあげた。 

周作の剣が斬り裂いた空間から、なにかが地面めがけて落ちたの だ。 
「ああ . .」 

駆けつけたさくらが見たものは蛇の頭。 

「これは……!?」 

「気をつけろ！どぅやら囲まれたょぅだぞ！」 

「えつ!?」 

さくらが慌てて木刀を構えた。 

周作が剣を青眼に構え、じつと その 切っ先の向こうをにらんでいる。 
さくらもそちらを見た。 


じつと目を凝らす。 

「ああ……」 

今までな にもない と思われた その 空間に巨大な壁が現れる。 

その 表面に あるもの . それは 鱗だ。 

「ままさ力 . . I 
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それは巨大な蛇の胴であつた。 

27 

シヤアアアアアアアアアアアアアアアツ！ 

それは本当(:響いた声かもしれないし、直接に心にだけ聞こぇてきたのかもしれない。 
そこから感じるものは恐怖だ。人間の原初の恐れを思い起こさせる恐怖。普通の人間なら 
その声を聞いただけで精神をおかしくしてしまうかもしれない。 

しかし、ここにいる二人は普通の人間ではなかつた。 

「来るぞ！」 

「( i 、( i 、 」 

周作とさくらの目の前には巨大な蛇の胴がある。それが うねうねとうねり、 動いている。 
(怖ぃ……でも…… ) 

前のさくらならば精神をおかしくしないまでも、戦意喪失には陥つていたかもしれない。 
けれど、今のさくらには父の想いを探りたい という 願いがあつた。 
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戦いの中で父、一馬はいったいなにを思ったか—— 

戦いとはいったい父にとつてなんだったのか—— 

シヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアツ！ 

ついに大蛇がその鎌首を持ち上げた。社殿を越ぇて首が見ぇる。信じられない大きさ 
赤い舌がチロチロと不気味に蠢く。 

「気を 抜くな！もう 一方が来るぞ ！」 

「えつ!?」 

周作の言葉どおり、それはすぐに来た。 

ブンッ！ 


大蛇の頭の反対側から、巨木がさくらに向かって飛んでくる。子供の背丈くらいあり 
な太さの巨木。いや、違ぅ。ょく見ればそれは鱗に覆われている。蛇の尻尾だ。 

「きやつ！」 


そ 
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風圧だけで さくらはょろめいた。 

だが、周作は違う。 

「はあああああああっ！」 

周 作が 凄まじい 形相で 剣をふるう。 

ジヤキ イイイイイイイイイイイイイイン！ 

「ああっ！」 

さくらは見た。周作の剣から光が放たれ、剣ょりも太い蛇の幹を真っ二つに 斬り 裂くのを。 

、ド n ツ…… 

斬られた蛇の尻尾が地面に落ち、二度三度と 蠢く 。が、 そこまで だった。次の し »? ん剛 、それ 
は 灰と化して 消え失せた。 

「これは . .」 

「あいつは魑魅魍魎の集合体 だ！ どうやらおまえさんを殺すためにこのあたりの魑魅魍« 
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がすべて結集したみたいだな」 

「でも、なぜあたしを . ？」 

「おや、知らなかったのかい!?魑魅魍魎にとって『破邪の血』を引く者は天敵に決まって 
いる。おまえさんの秘めたる力がやつらにとつては恐ろしくてたまらないはずだ。おまえさ 
んがいなくならない限り、やつらは跳梁跋扈することもかなわない」 

「そんな . 」 

「さあ、また来るぞ！」 

シヤアアアアアアアアアアアアアアアツ！ 

大蛇の頭がいきなり現れ、周作とさくらに向かってくる。 

「ふん！」 

「きやつ！」 

周作は横っ飛びに逃れ、さくらも地面をゴロゴロと転がった。 

へび 

蛇はそのままさくらを追ぅ 

「くつ……」 
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さくらは立ち上がり、木刀を青眼に構えた。いつまでも逃れられるものではない。ならば 

勝負をかける- 

「う . 」 

顔に まるで 物がぶつかる ょうになに かが次々 とぶ つかって くる。 蛇の邪気。邪気が まるで 
小石が当たっ たょうに 痛みすら感じさせる。 

(お父様…… ) 

父の姿を思い浮かべ、さくらが木刀を振り下ろした。 

「はあああああああああああああああっ！| 

光がさくらの木刀から放たれた。 

しかし、先ほどの周作の一刀に比べてまだまだわずかな輝きでしかない。 

光は蛇の頭の一角に当たって四散した。 

大蛇の突進は止まらない。 

ドゴッ！ 

「きやああああああああああああ あっ！」 
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さくらの 身体は矿の頭に吹つ飛ばされた。 さくらは 地面にしたたかに身体を打ち付ける。 

「う . 」 i 

それでもすぐに起き上がることができたのは直前の剣が蛇の勢いを多少なりとも奪つてい 
たからか。 

「まだだめ だ！」 

周作の声が飛んだ。 

見れば周作は剣を鞘に収めていた。腕を組み、じつとさくらを見つめている。 

わしは助けぬ。自分の力でなんとかしろ-周作はそう言つているのだ。 

(ぁ…… ) 

そのと きさくら の目には、周作と父、.一馬の姿がだぶつて見えた。 

「お父様……」 

さくらの父も 厳しかつた。稽古中、 さくらが 倒れても決して手を差し伸べょうとしなかつ 
た。 

「もつと精神を集中しろ！余計なことは考えるな！ 相手を 斬る、力を 放つ . そう考え 

てはだめ だ！ 無心にすべてを感じるのだ！」 

(無心 .) 
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無心。無我。 

それは武道を志す者すべてが憧れる至高の境地。その道を極めた達人すら自らがその高み 
に達したかどうかわからないというのに、周作は さくらに それを やれと 言つているのだ。 
できなければ死ぬ、と。 


さくらは目を閉じた。 

シヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアツ！ 
ふたたび蛇の頭が迫つてくる。大口を開けて、今度はさくらを飲み込まんと来る0 


が、 さくらは 動かなかつた。肌に いくら 蛇の邪気を 感じょぅとさくらは目を 開けない。 
精神を集中する。頭にいろいろなものが浮かぶ。母の姿。枇母の姿。権紙の姿。そして、 
父の姿。 

たが、やがてその.一つ一つが消えていく。身体から重みが消えてなくなる。 

さらに音のいつさいが消えた。 
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それはほんの 数秒、 いやそれとももっと 短い時間か。 

空虚。空白。 

直後、さくらは目を開いた。視見に飛び込んでくるのは赤。毒々しいまでの赤。それは蛇 
の開けた口だ。 

しかし、さくらにはもぅそんなことはどぅでもよかつた。 

「はあああああああああああああああああああああああああああああっ！」 

気合いとともにさくらは木刀を振り下ろした。 

シユオン . 

まばゆい輝きが放たれる。 

が、放たれた 光とともに、さくらの 身体は蛇に飲み込まれていつた。 

8 

2 
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もぅ何十時間も桂と若菜は座っていた。目を閉じ、一言も言葉を発していない。 

ただひたすら瞑目している。彼女たちは祈つていた。さくらの無事を。そして、これはさ 
くらの無事な姿を見るための願掛けなのだ。 

「大奥様、奥様 ……せめてご飯だけでも召し上がってくだされ」 

障子を挟んだ廊下から権爺の声が する。 権爺に して みれば さくらは もちろん、 桂と 若菜の 
身体も心配なの だ。 

並みの人間ならばとつくに倒れていていい時間だ。体力的にも精神的に もとても もたない。 
しかし、桂と若菜は辛さなどおくびにも出していなかつた。 

「大奥様……奥様……」 

権爺がガッ タリと 肩を 落とし、 手に した 目の前の膳を下げょぅ とする。 

そのとき だつた。 

「！」 

いきなり桂が目を開けた。 

ほぼ同時に若菜も。 

「いかん！」 

「ぉ義母 様！」 
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ふたりは感じたのだ。さくらの身の危険を。絶体絶命の危機を。 

桂が立ち上がった。 

「ぅ . 」 

わずかに身体がょろける。無理もない。寝もせずなにも食べもせず、ただひたすら願をか 
けていたのだから。 

おおおくさま 

「大奥様！」 

ただならぬ雰囲気を感じ、飛び込んできた権爺が桂の身体を支ぇた。 

「権爺、床の間へ」 

「はいですじや」 

権爺が支ぇながら、ゆっくりと桂の身体を床の間へ移動させる。 

そこに飾ってあるのは太刀。それはこの真宮寺家にとっても最も大切な物だ。 

れいけんあらたか 

「霊剣荒鹰」 

桂はその名をつぶやきながら、剣の前に座った。 

r . これの力を借りるしかない。若菜」 

「はぃ」 

若菜が桂の横に並んで座る。 
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ふたりはふたたび目を閉じた。 

「霊剣荒鹰よ。我らが願い聞き届けた まぇ」 

「さくらをお願いします。あの子はやがてあなたと ともに ® , 邪のために 戦ぅ 子」 

桂と若菜の額には汗が浮かんでいた。表情が硬くなる。 

「今は まだその資格がなくとも、 必ずや そなたのもとにたどり 着く 者なり。 霊剣 荒鹰よ、 
^らを！」 

「お願い—^ ます！さくらを！」 

次の瞬間、二人の身体がガタッと前につんのめる。 

「大奥様！奥様！」 

慌てて権爺が二人のそばに駆け付けた。 

二人は気を失っていた。精神が スッと 抜け落ちた よぅに。 

「ああ . ！」 

そして、権爺の前で、霊剣荒鹰が鞘から抜け出し、空中へと浮かび上がったのだった0 


さ 
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9 

2 

やみ — 

闇の中にさくらはいる 

一糸まとわぬ姿で、さくらはもがいていた。手にしていたはずの木刀もすでになく、さく 
らから発せられていた光を闇が喰らつていく。 

「あああ……」 

周囲の闇はまとわりつき、さくらを汚そうと迫つてくる。闇にふれた身体の部位がしびれ、 
どんどん力が失われていつた。 

「だめ……あ ：•：• 」 

さくらの口から響く のは弱々 しい 声ばかりだ。 

(あたし . 負けたの .？) 

自分自身を守るだけの力をさくらはまだ持つていなかつたのか。それとも、対峙した魑魅 
魍魎の力が巨大すぎたのか。 

(戦いに負けて……あたしは…… ) 

^?裏に浮かぶ「死」 という 概念。.しかし、それは なんと 無意味な「死」であろう か。 
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(ぁ…… ) 

このとき、さくらはようやく周作が言っていた「死」の意味がわかった。周作の言ってい 
た意味のある「死」。そして、父の「死」。 

さくらは 「父親が死んだ」 という その事実をそのものを憎んでいた。大切な父親を奪った 
「死」 という 事実そのものが許せなかった。それは父親を死なせた運命を、そして真宫寺の 
宿命を憎む ことと なった。が、死ぬ ことと なった当人の気持ちは果たして どう だったのか。 

一馬はさくらに、思い通りに生きろ と 言った。運命に流される ことは ない、と。では一馬 
は自ら思い通りに生きなかったのか。運命に流され、無念の死を迎ぇたのか。 

(ぉ父様…… ) 

さくらは思い出していた。戦いから戻り、床に伏せる ようになっ た一馬が前よりもよく微 
笑んでいたことを。それは自嘲の微笑みなどではなく、自らやることをやり遂げた満足の笑 
みではなかったか。 

(あたしは…… ) 

真に死というものに直面して、さくらは初めてわかった。たとぇ「死」の予感があったと 
しても、一馬がそれを唯々諾々と受け入れるつもりがなかつたことを。一馬は生きようとし 
ていた。短いか長いか。人生の長さは意味のないことかもしれない。至上の達成感と生きよ 
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うとする 意志、それが大切なことではないのか。その結果が有意義な、 そして 意味の ある 
「死」だつた。自分はそのことに気づかず、ただその死の事実から逃れょうとしていただけ 
ではないか。 

T 1 フう，フ . 」 

全身を激痛が襲う。闇が彼女の身体を蝕んでいた。 

(あたし……死ぬの…… ？) 

死への恐れと無意味な死に対する惨めさが彼女の心を満たす。 

宿命から逃れょうとして、逆にもつとも悲惨な宿命の結果になつてしまつた— 

「あああ . 」 

このままでは闇の強大な力の前に自分は飲み込まれてしまう。自分の生きていた意味はな 
んだつたのか。 

絶望という名の終幕を迎ぇる一歩手前。そのときだ。 

「さくら」 

声が響く。 
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温かぃ声だ。 

さくらに対する愛に満ちた声。 

母と祖母の声。 

「お母様……お婆様……」 

シユオオオオオオオオオオ . 

なにかが闇を貫いた。 

「ぇつ . ?」 

さくらの手が熱い。 

全身から痛みが消ぇ、重苦しい気持ちに光が射し込んでくる。 

「なんなの . ？」 

さくらは 剣を握りしめていた。剣から力が さくらの 身体に注がれる。 

れいけんあらたか 

「霊剣荒鹰！」 

真宮寺家に伝わり、一馬ととも(:最後まで戦い抜いた聖なる剣。それが今、 さくらの 手の 
中にある。 
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「ああ . .」 

闇が自分と剣を怖れているのがわかる。 さくらと 剣から逃れょぅと、離れていくのがわか 
00 

しかし、逃さない。 

逃してはならない- 

「はああああああああああああああああっ！」 

さくらが剣を振り下ろした。 

ザシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！ 

凄まじい光がまき起こり、周囲の闇が吹き飛んだ。 

30 

霊剣荒鷹を握りしめ、さくらは神社の境内に立っていた。 

正面には桜の木がある。 
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さくらは見た。 

霊剣荒鷹から飛び出した光が そのまま 闇を巻き込み、 その 桜の木の中に飛び込んだことを。 


桜の木はなにごともなかつたかのょうに花びらを散らしている。 

さくらは 桜の木に近づき、幹を さすっ た。 

最後の最後の瞬間、桜の木が さくらを 守ってくれた。桜の木が 自らの 身体を開けて、すべ 

ら ろもうりよう ふう 

ての 魑魅魍魎を封 じてくれたの だ。 

破邪は成った。 

「荒鹰 と桜の木に救われたな」 

いつの間に かさくら の横に周作が立つていた。 さくらに 笑いかけている。 

「千葉先生……」 

「霊剣荒鹰はまだおまえさんを本当の主人と認めたわけではないょうだ」 

「はい…… わかります」 

「『破邪剣征桜花放術』……裏の^ f 一っ刀が概歡を51す船だ。それが 使ぃこなせる ょぅに 
なるまでは 破邪の 力は 完全とは 言えない」 

「破邪剣征桜花放神……」 
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「それを使いこなせねば父親と同じとは言えぬな」 


「人はなぜ戦うのか。父が死んだのはなぜなのか。それを考えるためにも、父親と同じ高み 
まで達する ことは 無駄では あるまい」 

「はぃ」 

さくらは グッと 唇を嚙みしめて周作を見た。 

確かにそのとおりなのだ。戦いの中で自分の無力さを知つた。惨めな死しか迎えられない 
自分では、決して父一馬の気持ちを知ることはできないだろう。運命に立ち向かうためにも、 
父と同じ力を持たなくてはならない。その時初めて父の言つた言葉の意味がわかる。自らの 
運命と向かい合うことができる。 

「あたし、逃げてました。お父様が死んで、それをすべて他人のせいにして、そのことから 
逃げてました」 


「でも、逃げてちやだめなんです。お父様は死にました。もういません。けれど、お父様が 
なにを考えていたか、同じように生きればきつとわかるはず。お父様と同じように生きて、 
お父様が考えていたことがわかつたとき、初めて自分がどうするのか考えられると思うんで 
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す」 


「あたし、 もう 逃げません！」 

周作が今までになく温もりのこもつた眼差しでさくらを見た。 

r 霊剣荒鹰を自分のものとして、破邪剣征桜花放神を使いこなせるようになるまではまだま 
だ•修行だな、さくら」 

「千葉先生……？」 

さくらの 視界の中で千葉周作の姿がぼやけていく。 

周囲の風景に溶け込むようにゆつくりと消ぇていく。 

「あ…… ！」 

完全に消ぇ失せる瞬間、周作の姿が見知った人物と変わった。 

「お父様…… ！」 

そのときの 一馬は微笑んでいた。 

「お父様……」 

周囲の光景も一変する。それはさくらがよく見知った大崎八幡宮のそれに戻る。 

さくらの目0-前には『蛇桜』がある。 
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しばし、さくらはその場(:立ちつくしていた。 

やがて『蛇桜』のほうを向いて、つぶやくょうに言った。 

「ありがとう| 

桜の花びらが さくらの 周囲で舞っていた。 

31 

さくらの 短く長い旅は終わった。 

家に戻ったさくらを、桂も若菜も無言で迎ぇた。怒ってはいなかった。それはそばでニコ 
ニコ笑っている権爺からもわかる。 

「お婆様、お母様 ……ありがとうございました」 

さくらは 二人の前で畳に手をついて礼を述べた。謝ったのではない。感謝したのだ。 さく 
らに はわかっていた。あのとき、霊剣荒鹰を自分の もとに 送ってくれたのが二人の力である 
ことが。 

が、 やはり 二人は無言だ。 そのことを口にすること もない。 
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ただ、桂のもとを辞去し、廊下で若菜と顔を見合わせたとき、母の顔には微笑みが浮かん 
でぃた。 

「お帰りなさい、 さくらさん」 

「はぃ」 

それだけだった。 

•しかし、さくらにはそれで十分だった。 

その後も桂と若菜がさくらの家出のことを口にすることはなかつた。 

「あたしには人にはない力がある . 」 

事件から数日経ったとき、さくらは庭の桜の散りゆくさまを目にしながらつぶやくょうに 
言った。 

すぐそばで庭を掃いていた権爺が驚いた ふうもなくさくら を見る。 

「そうですじや」 

こともなげにそう 言つた。 

「権爺は知っていたの？」 

「真宮寺の家ばそういう定めになっております からのう」 
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権爺は竹箒を動かす手を休めない。ひたすら自分の仕事をしながらさくらの問いかけに答 
えている。 

「定め……」 

「そう 目くじら立てて思い悩むことではございませんじや。人はだれでも必ず天から与えた 
仕事を持つておりますじや。さくらお嬢様の場合はそれが最初からわかつておるというわけ 
ですじや」 


最初からわかつている天から与えられた仕事——それはいつたいなんだというのか。父と 
同じょう(:戦うことなのか。あの蛇桜の中にいたょうな者たちと。 

「権爺の天から与えられた仕事つてなんなの？」 

「さくら お壤様をお育てし、お守りすることですじ や」 

権爺は そう 言う とさくらの ほうを見てニッ コリ 笑つた。 

「権爺……」 

「天から与えられた仕事がわかつ ているということは 幸せな ことです じや。権爺はさくらお 
嬢様をお育てし、 まこと 幸せですじや」 
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幸せ。人の生き方の中で、おそらくそれがすべての鍵となる。人は幸せを求め、そして生 
きる。天から与ぇられた仕事をこなすことにょり、その境地に至ることができる。 

「お父様も……そうだつたのかしら」 

「権爺はそう思いますじや」 

「ぇっ？」 

|一馬様は人を守り、正義を守り、そしてさくらお嬢様をお守りしましたのじや。それはそ 
れは幸せだつたと思いますじや」 

「お父様は幸せ……だった……」 

|馬の微笑みが心に浮かぶ。一枚の花びらが視界をょぎる。 

さくらは庭の桜の木をじつと見つめた。 

枝には もう ほとんど 桜の花が残っていなかった。 

ふとさくらは思った。花を咲かせ、花を散らす。桜の木はそれで幸せなのか——と。 

2 

3 

その日 もさくら はじつと霊剣荒鹰の前に座つていた。座り続けていた。 
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あの事件以来、時間さえあればさくらは霊剣荒鷹の前に座る。父と常に一緒だったこの霊 
剣は、父の生き様をすべて知っているはずだった。 

(荒鹰……お父様はなにを考えていたの？お父様は幸せだったの？) 

荒鹰は答えてくれない。 

さくらは荒鹰に触れょぅとせず、じつと見つめ続けるのみだ。 

「霊剣荒鹰は手にするものにあらず」 

常々祖母が口にしている言葉だ。 

その言葉の表す意味をさくらははつきりとは理解していなかつた。だから見つめ続ける。 
荒鹰にその意味を求めるしかない。 


雨の日も風の日^ 

桜が咲き、蟬が鳴き、稲穂が実り、雪が高く積もっても。 


さくらはひたすら荒鹰を見つめ続ける。 

さくらは荒鹰を通して、父と会話しよぅとしていた。 

天から与えられた仕事——自らの進むべき道。それを知り抜くことが父の生き様を知るこ 
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とになる。 

そしてその日は来た。 

太正十一年春、三月。 

その日、漠とした予感があつた。 

荒鷹を見つめ続けて、 そしてさくらは 自分を呼ぶ声を聞いたのだ。 

「荒鹰 が……呼んでいる……？」 

触れょうとして手を止めた。 

これから行うことは神聖なこと。ならば - 

さくらはまず風呂場へと赴いた。 

'ザァァァァァァァァ . 

服を着たまま、冷たい水を肩からかぶる。清め。身を清めたかつた。 

「 . J 

まだ辺りは 薄暗く、 三月とはいぇ冷ぇる。それでもさくらは水を浴びた。寒いという感覚 
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はなかった。何か自分の中に熱いものがある。それが弾けそぅになっている。 
風呂場を出て、 さくらは 荒鹰のある仏間に向かった。 

まず父の位牌に手を合わせ、その後で刀袋に入った荒鹰に触れる。 

かつて蛇桜の幻の中で触れたとき、荒鹰の重みは感じなかった。 

けれど、今はずつしりと重い。 

そのままさくらは裏庭へと向かぅ。 

裏庭の一角に立ち、スッと目を閉じた。 

r 霊剣荒鹰…… そして お父様……お導きください。 さくらの 進むべき道を」 

外気が ヒ ンヤリとさくらの頰を冷やす。が、その中で瞼だけが熱くなつていつた。 
山の端から光が射し込み、さくらの全身を照らしていく。朝日だ。 


朝日の中、 さくらは 手から重みが消ぇて いくのを 感じていた。 
ゆつくりと目を開ける。 

目の前に荒鹰があった。 

抜き身のそれは、朝日の中に浮いている。 

「あ……」 
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荒鹰は朝日のほうに切っ先を向けた。 


ビカアアアアアアアアアアアアアアツ！ 


「ぅ . ！」 

荒鹰 からさくらに強烈なィメージが伝わっていく。それはある街のィメ ージ—— 

「帝都東京 . 」 

それは さくらの 思い決めた とおりの 結果だった。 

荒鹰に言われる前に さくらは 決めていたのだ。父が命を賭けて守った帝都に 向かおぅと 
そこにさくらの 求めるなにかが あるは ずだ、 と。 

荒鹰を見つめる さくらの 姿を、少し離れた ところで 桂、若菜、権爺が見つめていた。 
「霊剣荒鹰は手にする ものに あらず。進むべき道定めし者におのず と數 ねられる ものな h 
|さくらさん . | 

さくらの手にガッシリと霊剣荒鹰が収まる。荒鹰はさくらを新たな主人と認めたのだ。 
言の語らいは決して無駄ではなかった。 

すべての答ぇは帝都東京にある。 
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父の戦った意味。さくらの天から与ぇられた仕事。生きるといぅそのものの意味。 
「さくらは參ります。帝都東京へ」 

決して大きくないさくらの声が響きわたった。 

それは桜の咲く季節のことであった。 

《サクラ大戦前夜•さくら編•完》 
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時代というものを僕たちは どう 感じていけばいいんだろう。 

例ぇば今、現在。経済は絶不調で最低の状態だとぃう。不況とぃう言葉を子供までもが知 

つている。 

あるニ ユース キヤ スター は言つていた。 

「もしも今生まれたら、こんな未来のない国に生まれてやだな あと 思つていたかもしれませ 
んね」 

時代とはそんなに常に真つ暗に感じていなければいけないのか？ 

生まれた瞬間から落ち込まなければいけないのか？ 

では、 いつたい明るい時代というのはなんなん だ。 

「輝ぃていたあの時代……」. 

などと ょく 言うが、それはいつたいなにを基準に したら いいんだ。 

明るい時代だと不幸なことは何一つ起きず、僕たちは常に笑つて暮らせるというのか。 
そんな時代ばいつ来るんだ。 
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過去にあったのか。 

少なくとも 僕が生まれてこのかた、そんな年はなかったょうに思う。 

幸せな こと もたまにはあつた。が、 日々 の流れの中で、それはほんのひととき。すぐに運 
のないこと、頭にくることなどで相殺されてしまう。 

だからと いって、不幸不幸と自分の ことを 声高に 言う 気にもなれない。 どこか 中途半端な 
ところで 終わりに してし まう。性格的な問題もあろうが、現代の風潮と いう ものは概ねそん 
なもののょうな気がする。 

中途半端。その言葉ほど今の世相を表しているものはないのではないだろうか。 
燃え尽きた—— という ことがない。真つ白な灰にはならない。あしたの ジョー は今/+ 

グに立っていない。 

そんな ことを 考えていたら、乗っていたタクシーの窓から銀座の街並みが見えた。 

「えっ……!?」 

みは 

ふと、目を堂る。 

すぐ前の歩道を歩いている少女——色鮮やかな桜色の羽織持で長い髪の……んっ!? 
思わず座席から身を乗り出したとき、運転手がポツリと言った。 

「卒業シーズンですね」 


ン 
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「あ……」 

そうなのだ。 

三月。あちこちで卒業式が行われている今日この頃。大学の卒業式の帰りに、銀座に立ち 
寄った女子学生がいても不思議じやない。 

「そうだょね」 

.一瞬、突飛なことを考えた自身への恥ずかしさ、照れくささがわざとなにもなかつたょう 
な態度をとらせている。 

座席に腰掛け直し、目を閉じた。 

結局、彼女の顔は見なかった。 

2 

さくらという 少女にとつて、「太正」 とはどういう 時代だつたのか。 

華やかなりし太正時代。明冶の間、ひたすら受け入れた西欧文明と、日本独自の文明が融 
合し、まつたく新しい展開を見せた時代。 

街は夢や希望にあふれていた……。 
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いや、本当にそうか。 

魔繰機兵の襲撃や、軍部のクーデター。とてつもない大事件が続発し、人々が絶望したこ 
とは一度や二度ではないはずだ。 

さくら個人についていえば、降魔戦争で父を亡くし、涙に暮れる日々があつた。帝都を守 
る戦いの中で死を覚悟したこともあつた。 

少女にとつて、すばらしき青春と言えるか。 

僕ならば否と答える。 

けれど、 さくらは- 

「外人の親子がいますね」 

タクシーの運転手の言葉で思考は中断された。 ■ 

日本橋付近の渋滞で動かなくなったタクシーの横を外人の親子かと思える二人が通り過ぎ 
てぃく。 

後ろ姿しか見えないが、子供のほうは見事な金髪で、そう、まるでフランス人形という表 
現がぴったりだ。 

母親と思われるほうもまたブロンドで、もうずいぶん暖かくなつたというのに黒いコート 
を着ている。 
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|もうずいぶん暖かくなったのに . 」 

そう思わずつぶやいてしまったのも、彼女のわざわざまだ手袋をしている ことに 気づいた 
からだ。 

赤ぃ手袋。 

. 足っ、赤!? 

それに子供と思われるほうが手に持つのは、クマのぬいぐるみ……！ 

「ぇっ . ?」 

僕は愕然と角を曲がっていく親子連れを見つめ続けていた。いや、親子連れという表現は 
当たらなかつたかもしれない。 

アィリス……彼女にとっても時代は容赦なかった。 

孤独な日々。 

その中で、彼女はなぜずっと笑顔でいられたのだろう。 

無邪気さを失わずに済んだのは奇跡といってもいいのではないか。 

その持って生まれた凄まじき力ょりも、過酷な運命の中でもなお純粋無垢で無邪気でいら 
れる という 心の ほうこ そ、素晴らしいものではなかつたか。 







マリアのほうは言葉に表すことすら辛い 
彼女は灰色の日々しかなかった。 

彼女に とって時という ものは、ただ流れ、自分を苛むためだけに存在していた。 
ロシアではまだそれでも夢があり、愛が あった。 

けれど、ニユー ョーク では . 。 

それでも彼女は立ち直った。あやめという恩人がいたにせょ、それは自らの力で立ち直っ 
たといつていい。 

彼女は時代を恨んだだろうか。 

生まれた時代が悪かったと嘆ぃただろうか。 

3 

H , c « 齡を通り過ぎ、車は SI 業原に入ってぃく。 

平日のためでもあるのか、電気街は閑散としている。 

聞けば、パソコンの販売が鈍っていて、秋葉原全体に活気がないという。 
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「やっぱりなあ……」 

やっぱりというのは、やはり世相を反映して いるという 意味だ。 ブーム を形成し、経済を 
引っ張ってきたパソコンも魅力が消えてきたと いう ことか。 

考えてみれば個人として秋葉原はずいぶん訪れていない。パソコンの組み立てが趣味だな 
どと言っていたのも今は昔だ。 

「また外人さんですね」 

運転手の言葉に目を移した。 

「えっ？」 

そこには見えたのはチヤ イナ ドレス。秋葉原と いうイメ ージからすれば えらく 浮き上がっ 
ただ。 

チヤ イナ ドレスの少女は そのまま 電気街の中に消えていく。 

あんな娘がいったいなにしに—— 

その疑問もさることながら、やはり気になったのは、チヤイナドレスを着て、太正の帝都 
に暮らした少女の こと だつた。 

紅蘭は笑顔を絶やさなかった。 




常に明るく、人を楽しませることを忘れない。彼女に接した者の中で何人が、彼女の心の 
奥にしまい込んである大切な思い出の存在に気づいただろうか。 

自分というものを必死に守るために紅蘭は気丈に振る舞う。 

他人から気楽だとかノーテンキだとか言われても気にしない。むしろ、それでいいんだと 
思う。 

マリアもそう だが、紅蘭も時代の犠牲者である。けれど、それを人に言って どうなるとい 
うのだろう。同情され たと ころで、哀しみがやわらぐわけではない。 

哀しみを乗り越ぇるのは自分自身。. 

時代は紅蘭をずっと裏切り続けたかもしれないが、一つだけ贈り物をしてくれたとすれば、 
機械がさらなる発展を遂げる可能性の時間の中に紅蘭を送り込んでくれたことだろう。 

紅蘭は決して時代を憎まなかった。 

4 

タクシーは上野駅の横の大きな歩道橋の下を通り抜けていく。 

歩道®の上に大柄な人影が見ぇる。はじめは男か-^も思ったが、ょく見れば、どうやら女 
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性らしかつた。 

横に、友達であろうか、和服姿の少女がいる。 
二人は歩道橋の上を歩いていく。 


もう 驚かなかった。 

偶然かもしれないが、奇妙なまでに符合が重なる。 

もっとも、そんな バカげた結論を 口に出せるだろう か。 いつたいだ れが 信じる？ 
横断歩道を通り過ぎたとき、彼女たちの姿はなかった。 

カンナ……彼女の少女時代は己を鍛えるためにあった。父の復警を果たすためにあった。 
それもまた 他人から見たら哀しい 日々 に見える。 

だが、あやめが彼女に初めて会ったとき、ギスギスした雰囲気で、暗い復警の炎を背負っ 
た少女に見えたか。 

否。そうではなかつた。 

他人を思いやる心。広い心を持った少女。 

懐深く、温かみのある少女。 
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気は優しくて力持ち——やや滑稽な表現だが、そんな言葉も彼女にはょく似合った。 
復警に生きた少女時代を彼女は後悔して いる 様子もない。彼女にとってそれらの経験もま 
た 修行の 内ということなの か。 

すみれのほうは時代の申し子と見られていた時期がある。 

財閥の令嬢。上流階級の女学校の生徒で、眉目秀麗、文武両道に秀で、母親が人気女優 
ときてはまさに 出来過ぎである。 

時代は彼女に味方して いる ——はずなのに、彼女の表情は冴えない。 

寵児ゆえの悩み。孤独感。 、 

神崎家を押し上げるため、祖父の忠義は相当な無茶をやった。やり続けた。時代を読んだ 
と言えばそう言えるかもしれない。けれど、彼の行動にょって幾人もの人間が破滅し、時代 
から捨てられた。 

その影響をすみれは まともに かぶって生きてきた。 

が、弱音を吐くことは彼女のプラィドが許さなかった。彼女は心の安らぎを得られる場所 
を求め、彷徨った。 

平穏な生活を自ら放棄した彼女は、時代というものをどう考えていたのだろうか。 
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5 

疑問は尽きない。 

どんな人間も時代からはずれて生きることは許されない。時代という時間と空間の中で必 
死にもがいて生きていく。 

僕だけではない。だれもかれも、そう目の前の運転手も。 

タクシーを降りるとき、お金を渡しながらつい口にした。 

「運転手さん、最近、景気はどう？」 

運転手の顔をちやんと見るのはこれが初めてだつたが、まだ若い男だ。 

さんざんいろいろな光景を見せられたためか、どうも運転手の顔が"彼"にかぶる。 
バカなことを……と自嘲しながら苦笑いしたとき、運転手が言つた。 

「景気はいいとは言ぇないけど、そんなこと関係ないですょ。僕は楽しいですょ、毎日が」 
運転手は微笑んだ。好ましい顔つきだ。 

「どうも I 

短く礼を言い、車から出た。 
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楽しいですょ、毎日が I 運転手の言葉が頭の中に響く。 

もう 一度考えなければならない。時代というものは僕にとっていったいなんだ？ 

ただ流れていくもの。 

僕たちに試練を与えるもの。 

さまざまな 感情をかき立てられるもの。 

やはりどうにも抽象的。僕には中途半端にしか思えない。 

だが、彼は違った。 

「僕は楽しい」 

彼は時代になにかしてもらおうとはこれっぽっちも思っていない。時代がなにかしてくれ 
るのではない。自分たちが時代をどうにかするのだ。 

もちろん、人一人一人の力は小さなものだ。 

だがそれでも動かせないものではない。 

要はどう動かせばいいのか、ちやんとした判断を持つことができるのか。 

無理とは言えない。 

少なくとも 少女たちは時代を動かした。 

そして、過ぎ ゆく 時代を、その辛い時期を含めてすべてを思い出として大切にしまおうと 

.kmmr 


277 転太正浪漫は続く 


した。 

真剣に彼女たちは生きた。 

時代、世相。そういうものに彼女たちは一度でも恨みを言っただろうか。 


今日、不思議な人物を何人も見た。 

彼女たちは偶然の一致か、 それとも 幻か。 

もしかしたら、彼女たちの魂は、時代を超えて生き続けているのかもしれない。見える人 
間には見えていたのかもしれない。 

彼女たちの声が聞こえる。 

いつの時代もいいか悪いかはその人次第。私たちは楽しい——と。 

6 

とは言つても、やはりそこは凡人の悲しさ。 

どぅしても不安や 暗 さを感じることから抜けられない。 

不安をだれかに払拭してもらいたいといつも思つている。 
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レッドカンパ ニー の会議室に ようやくた どり着いたとき、つい タメ 息をつきながら広井 さ 
んに禹心痴を言つてしまつた。 

「広井さん、このあと時代はどうなつちやうんでしようね」 

相当暗い顔をしていたと思う。 

「ポリちやん？」 

が、ふと見ると広井さんが不思證そうにこちらを見ている。 

「なに言つてんの。太正はまだ続いているんだよ」 

そう 言う と 広井さんはニッ コリ 笑つた。 
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あと力き 

『サクラ大戦』というものは広井王子という一人の天才が産み出した、凄まじいまでの物語 
である。 

無論、僕もある程度は手伝わせていただいた。いや、ある程度などというものではなく、 
僕の全力をもつてと言い直させてもらう。 

それでも思うのだ。クリエィターとして、この発想があるかないかでこれだけの差がつく 
のか、と。 

『サクラ大戦』の シナリオを 書いていて、 つくづく 思い知らされた。熱狂的に受け入れら 
れた作品の恐ろしさを。 

皆、『サクラ大戦』が好きで好きでたまらない。その気持ちは作り手側である僕などを遙 
かに凌駕し、彼ら彼女らの中で『サクラ大戦』はどんどん成長していく。彼らに追いつけな 
いなどとは口が裂けても言えない。 

僕の中の職業意識が悲鳴をあげる。 

さくら、 すみれ、紅蘭、 アィリス、 カンナ、 マリア . だれもかれもがちやんと生きてい 



る。存在したかと見 まごう ほどに育つている。 

だから こそ 僕は苦しまなければならない。彼女たちをむげに扱う ことは 許されない。彼女 
たちの生き様を書きまくらねばならない。 

だが、彼女たちにすればそれは あくまで 一部のことだ。数ぇ切れないほどの経験が彼女た 
ちを 大きくしたのだろう。 

そのすべてを語ることはできるか。いや、無理だと正直に述べておく。 

けれど、「僕は知つている」「私は知つている」 という 人間が数多く現れる。そして、彼ら 
が語ることはあながち間近いとは言ぇない。 

もう一度言おう。やはり彼女たちは生きている。 

『サクラ大戦』は魔物である。 

純粋な受け手を次から次へと魅了していく魔の力。作品の中では正義だと叫んでも、現実 
世界では、理解できない者からは魔物としてしか見られない。おそるべき、そして愛すべき 
魔物だ。この魔の力が今の僕には必要なのだ。 

『サクラ大戦前夜』はそんな僕の一つのチヤレンジだと言ってきた。が、今は少し違う。 
チヤレンジな どという 生やさしいものでは-^:かつた。勝負だつた。すべてを賭けた1#負。 
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勝ったか負けたか。 

それは僕にはわからない。 

一九九八年六月 あか ほりさとる 

【追伸】とにもかくにも、この第三巻で『サクラ大戦前夜』は一区切りです。編集の方々 I 
ィラストの松原さん、ご苦労様でした。『サクラ大戦2』で登場した新キヤラ、織姫、レニ 
や帝劇三人娘の前夜をやつて欲しいといぅお手紙ももらいました が、 それはまたの機会にと 
言わせてください。とりあぇず、六人の娘たちを描く こと だけで精一杯でした。 

【追伸その二】本編の小説化を、と言われたこともありますが、これは考ぇておりません。 
『サクラ大戦』の本編はあくまでゲーム、『サクラ大戦』『サクラ大戦2』です。そこで展開 
された物語があくまで真実であり、オリジナル•ビデオ•アニメーシヨンもこの前夜の小説 
もそれを補完するものに他なりません。 

【追伸 その 三】読者の皆さん も 長い間、 ありがとぅ ございました。なお、戴いたお手紙は基 
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本的にすべて目を通しております。中には厳しい意見もありましたが、すべては今後の糧と 
させていただきます。本当に感謝、多謝。 







(§)35 かほりさとる 著作 リスト 


「ケ1ムブック•ジ I ザス」 (エニックス文庫) 

「天空戦記シユラトー修夜転生」 S 川ス - T 力—文庫) 
「天空戦記シユラト 2 魔破隙路」商) 

「天空戦記シユラト 3 戦鬼避遐」(同) 





「天空戦記シユラト 4 不抜大我」 (同) 

「天空戦記シユラト 5 苦界彷投」§ 

「天空戦記シユラト6刹摩哀史」 筒) 

「笑説•天空戦記シユラト置怒^(同) 

「 NG 騎士ラムネ & 40 EX ビクビクトライァングル愛の a 大作 钱」 
「 NG 騎士ラムネ & 40 EX2 ユラユラ 銀河 帝 M 大浞 戟/」(•同) 
「 20 騎士ラムネ &40 £\3ラス1卜」@ 

「 NG 騎士ラムネ& 40 外伝 ダ•サイダ—伝説」 (同) 

「 NG 騎士ラムネ& 40 外伝 2 ココァ遂の物語」(同) 

「 NG 騎士ラムネ& 40 外伝3レスヵの爱の物語」商) 
「 MAZE ☆爆熱時空1完全無欠の最強ヵップル」(同) 
「 MAZE ☆爆熱時空2天下無敵笑ハ— ティ—」 (同) 
「 MAZE ☆爆熱時空3永遠不変の異邦人」§ 
「 MAZE ☆爆熱時空4純情" r 憐の聖少女」(同) 
「 MAZE ☆爆熱時空5驚嘆怒縫笑逆転」®) 

「MAZE ☆爆熱時空6感激故郷 笑異変」(同) 
「 MAZE ☆爆熱時空 7 伝説聖地の超 霊 力」 (同) 
「MAZE ☆爆熱時空8 魔境虚空 ^ a 闘士」 (同) 


同 




「 MAZE ☆爆熱時空外伝 i ちゃん—様な 1 BE >」 § 

「 MAZE ☆爆熱時空外伝2比翼の兄弟」(同) 

「 MAZE ☆爆熱時空レィ。ヒァ乱舞」(同) 

「 KO 世紀ピースト三獣士1神霊機？ラミッド」(富士見ファンタジア文庫) 

「 KO 世紀ヒ|ス上11獣士2ゥラノス3中城」(同) 

「甲竜伝説ヴィルガスト1琥珀色の城塞」(同) 

「甲竜伝説ヴィルガスト2朱鹭色の洞窟」{同) 

「小説 *35 のこに1〇 〇 〇 %①〜⑤」二原作•北川みゆき〉{小学館パレット文 S 

「小説•ブリンセス ARMY ウろティング ★ combat 」 〈原作•北川 

「ソ—サラ—狩り爆れつハンタ1血封印」(電撃文 S 
「ソーサラ—狩り爆れつハンタ—②魔法大 XJ (同) 

「ソー サラー狩り爆れつハンタ—③転徐王〈前編〉」筒) 

「ソ—サラ—狩り爆れつハンタ—④転輪王 <後：3> J (同) 

「ソーサラ—狩り爆れつハンタ—⑤魔人形」(同) 

「ソ—サラ—狩り爆れつハンタ—⑥黒衣の聖母」(同) 

「ソ—サラ—狩り爆れつハンタ —special ①〜③」(同) 

「サクラ大戦前夜」(同) 

「サクラ大戦前夜②」 S ) 


■ 
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亍 101-8305 東京都千代田区神田駿河台 1-8 東京 YWCA 会館 
メディアワークス電撃文庫編集部 
「あかほりさとる先生」係 
「松原秀典先生」係 
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本書に対す—意見、ご感想を fe 寄せください。 
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電撃文庫創刊に際して 


文庫は、我が国にとどまらず、世界の鶴の流れ 
のなかで VJ 、 さな巨人〃としての地位を築いてきた。 
古今東西の名著を、廉価で手に入りやすい形で提供 
してきたからこそ、人は文庫を自分の師として、ま 
た青春の想い出として、語りついできたのである。 

その源を、文化的にはドイツのレクラム文庫に求 
めるにせよ、規模の上でイギリスのペンギンブック 
スに求めるにせよ、いま文庫は知識人の層の多様 f 匕 
に従って、ますますその意義を大きくしていると言 

つてよい。 

文庫出版の意味するものは、激動の現代のみなら 
ず将来にわたって、大きくなることはあっても、 /J、 
さくなることはないだろう。 

は、そのように多様 f 匕した対象に応え、 
歴史に耐えうる作品を収録するのはもちろん、新し 
い世紀を迎えるにあたって、の枠をこえる» 
で強烈なアイ.オープナーたりたい。 

その 特異さ故に、 この 存在は、かつて文庫がはじ 
めて出版世界に登場したときと、同じ戸惑いを読書 
人に与えるかもしれない。 

しかし、 〈Cnanging Time, Changing Publishing) 
時代は変わって、出版も変わる。時を重ねるなかで、 
精神の糧として、 A、 の一隅を占めるものとして、次 
なる文化の担い手の若者たちに確かな評価を得られ 
ると信じて、ここにを出版する。 


1993年6月10日 
角川歴彦 



















発行◎メディアワークス発売◎主嫌の友社 


メディアワークスの TCG 


CG ?044or 【糊】 

これさえ読めば、初^者力ゝらベテランまでスト f - s 

ーリーメイキンク型 T C G のすべてがわかる！ 



















発行◎メディアワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


第4回ゲ—ム小説大賞 <大賞〉受賞作。 
上遠野浩平が描く、 I つの奇怪な事件と、 
五つの奇妙な物語。少女がブキ— ポップ 
に変わる時、何かが起きる——〇 


第4回電撃ゲ—ム小説大賞<大賞〉受賞 
の上遠野浩平が書き下ろす' スケ—ルア 
ップした 受賞後第 1 作。 人の 心を 惑わす 
イマジネ—夕—とは一体何者なのか . ( 


緒方剛志の個性的なイラストが光る"リ 
夕—ン ズ"のパ—卜2。人知を超えた存 
在に翻弄される少年と少女。ブギ—ポツ 
プは彼らを救うのか、それとも . 。 


とつても可愛くとつても優しい。だけど 
彼女は吸血鬼。落ちこぼれ高校生が描い 
た抱腹絶倒のフアンタジツクコメディ—* 
第4回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉作。 


またまた炸裂するコテコテギャグと、ち 
よつと胸キュンなラブスト—リ|=:第 
4回電撃ゲ—ム小説大賞〈銀賞〉受賞の阿 
智太郎が送る、待望のシリ— K 第2弾 H 


プキ—ポップは笑わない 

上遠野浩平 

イラスト/緒方剛志 ISBN 私— 07 — 308 CH 0 I 7 


ブギ—ポップ0夕—ンズ > s ィマジネ|夕— Parti 

上遠野浩平 

イラスト/緒方剛志 1 SBN 4 I 07 I 309私30丨〇 


ブギ—ポップ〇夕—ンズ VSV マジ T 夕 — Part 2 

上遠野浩平 

イラスト/緒方剛志 ISBN 4107130944715 


僕の血を吸わないで 

阿智太郎 

イラスト\宮須弥 1 SBN 4107130807019 


僕の血を吸わないで ② ピ—マン戦争 

阿智太郎 

イラスト\宮須弥 ISBN 4107130942416 






















発行◎メディアワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


サクラ大戦前夜 

あかほりさとる 
イラスト/松原秀典 


ISBZ 41071306199 — 


それは' 乙女たちの哀しみの旅路。；^ 
すみれ、李紅蘭、アイリス。彼女たち 
が「帝撃」へとたどり着くまで' を見事に 
描いた、あかほりさとるの渾身の|作！ 


サクラ大戦 前夜② 


あかほりさとる 
イラスト/松原秀典 


1 SWN 私 — 07 I 307私77丨6 


父の^:を晴らすためだけに生きる少女. 
カンナ。目標を失い、ただ無為の日々を 
異国に送るマリア。この二人の魂の蘇生 
を描く、あかほり節が冴え渡る|編！ 


サクラ大戦 前夜③ 


あかほりさとる 
イラスト/松原秀典 


ISQOZ 屯 — 07 I 3〇9淑 *2 I 3 


一冊まるごとサクラのお話！彼女は、 一 

どんな地に生まれ、どんな人々に囲まれ 
慈しまれ、そして…どんな思いで帝都に 
赴いたのか…あなたの目で確かめて！ 


サイ n ド—ル〈上〉 

著/堀慎二郎原案/牧野円 
イラスト/松川 健 一 


ISBZ 也 — 07 I 307626 — 私 


凶悪な連続殺人鬼がサンフランシスコの 
街を襲う！犯人を追うジヤ—ナリスト 
のジェフリ—とリヨウの運命はいかに？ 
待望のサイコフアンタジ I 、登場！ 


サイ n ド—ル <下〉 

著/堀慎二郎原案/牧野円 

イラスト/松川健一 


ISWN 私 — 07 I 309039 I 9 


謎の連続殺人犯を追ぅジ X フリ—とリョ 
ゥ。が、犯人の正体を掴みかけたジェフ 
リ—までもが凶刃に倒れる！戦棵のサ 
ィコ•アクション•ノベル、ついに完結！ 
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発行◎メデ f アワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


ーアユアン•サ—ク②魔女の森 <下> 


深沢美潮 

イラスト/おときたたかお 


ISWZ 私 —071305231 I 私 


ひよつこ冒険者デュアンは、2人の仲間 
——ォルバとアニエスと共に' 魔女の館 

へ . 。そこで彼らを待ち受けるのは!? 

デュアンの初めての冒険譚、待望の下巻。 


デユアン•サ—ク③双頭の魔術師〈占 


深沢美潮 

イラスト/おときたたかお 


IS 00 N 私 — 07 I 307098 12 


ドラゴンの宝を目指して、船旅に出発！ 
しかし、あやしい魔術師との出逢いが、 
運命を変えた……？少年デユアンの冒 
険譚パ—卜2、いよいよスタ—卜！ 


デユアン■ク④双頭の魔術師 <下> 


深沢美潮 

イラスト/おときたたかお 


IS»N 私 — 07 I 309屯99 IX 


双頭の魔術師と共に旅をしてきたデュア 
ンとオルバは、ついにルカ島に到着。果 
たしてデユアンたちは、無事ドラゴンと 
出遭い、お宝をゲットできるのか!? 


デユアン•サ—ク① 魔女の森〈上〉 

ISBZ 41071305107 — 


深沢美潮 

イラスト/おときたたかお 


深沢美潮、待望の新シリ—ズが登場！ 
かけ出しフアイタ—の少年デユアン。迷 
子になつた森の中で2人の冒険者に巡り 
会い、憧れのクエストに1戦=: 


新フオ■チュン•クエスト L © トラップハウ K 6らの挑戦状 


深沢美潮 

イラスト/迎夏生 


ISBNT 07 — 306673 I 〇 


盜賊のトラップが、運命をかけた大勝負 
に挑む=:パステルたち六人と|匹のパ 
I ティが、スペシャルクエストに挑戦す 
る 『 L 』 シリ— ズ第一 弾！ 
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発行◎メディアワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


ア〇トル•ドラゴン(2) 眠れる巨人の秘密 


中村うさぎ 
イラスト/上田宏 


ISBZ 私—07 — 307*73 X 1 私 


ケイを人間界に強制送還するための手が 
かりを秘めた"岩の巨人"の謎とは… 

2人と一匹のドタバタトリオが巻き起こ 
す爆笑脱線大冒険。 


ア•リトル•ドラ" n ン③ カポチャ娘を助け出せ— 


中村うさぎ 

イラスト/上田宏 


1 SWN 私—07 I 3〇9私60 — 2 


サラリ—マン戦士•串田三吉との出会い 
が、お1111染みデコボコ•トリオを魔界最 
大の危機に巻き込む!?ますます怏調- 
中村うさぎの爆笑冒険フアンタジ I =: 


蟠帝伝説クリスタニア 


著/白井英原作/水野良 
イラスト/末弥純 


ISBZ 私 — 07 I 309淑7 6 I 9 


赤き剣の戦士レ—ドンに率いられた蟻人 
族の屈強の戦士たち。そして、護民兵力 
ル—ア。戦乱の中、彼らは出会ぅ…… 
クリスタ ニア小説の一大 クライマツクス。 


ア•リトル•ドラ" n ン① 青い瞳のダ—クエルフ 


中村うさぎ 

イラスト/上田宏 


ISWN 屯 — 07 I 3060屯11 4 


ドジでマヌケだけど勇敢なチビ•ドラゴ 
ン"ドラッピ— "の元気いっぱい大冒険が 
始まる！中村うさぎの最新魔界フアン 
タジ！シリ—ズの第1作、ついに登場。 


央華封神 U プレイ立志編 

男、央蓽に立つ！ 


加藤ヒロ ノリとグル—プ s N E 

イラスト/栗橋伸祐 ISBN 41071309453 IX 


央華封神の世界観も知らないままに担ぎ 
出された漢字嫌いの男が、立派な (？) 央 
華マスタ—に成長するまでを綴つた悪戦 
苦闘、大爆笑のビギナ— GM 日記。 
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発行◎メディアワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


RPG リプレィ 

傭兵伝説クリスタニア〈下》 

水野良とグル—プ SNE 

イラスト/末弥純 ISBN 4107 1309045- 


獣の牙べルディア砦に持ち込まれる様々な 
依頼。 しかし、 持ち込まれる数々の依頼が、 
ある大きな陰謀のもとに画策されたものだ 
としたら……。 RPG リプレイ待望の続編。 


セブンス•へヴン①ミオと未緒 


土門弘幸 
イラスト/藤本秀明 


ISWN 私 — 07 I 3056也0 I 9 


闘う個性豊かな美少女たち！ さらに 特 
殊能力を持つ魔晶獣を駆使するド派手な 
戦闘=超人気「才—キ伝」の土門弘幸 
が贈る新シリー K がいよいよ開幕 H 


セブンス•へヴン② 魔人と魔剣 


土門弘幸 
イラスト/藤本秀明 


ISWN 4107 1306762 1 一 


学院と〈聖地〉とを行き来する生活にも 
慣れ始めた生方ミオ。しかし、たつたひ 
とつの油断が彼女を危機に陥れる……0 
土門弘幸の新シリ—ズ第2弾は大緊迫— • 


RPG リプレィ 

傭兵伝説クリスタニア〈上〉 


水野良とグル—プ SNE 
イラスト/末弥純 


ISBNT 也 —07 130 OCX 21 , 


「暗黒伝説」から一年。リユ-スは"獣の 
牙"ベルディア支部の釋団長になつて 
いた！読者から送られた傭兵を採用し、 
『電撃王』に連載されたリプレイ登場。 


セブンス•へヴン ③ 竜と人 


土門弘幸 

イラスト/藤本秀明 


ISWN 私 — 07 I 3()9022 I 私 


危険きわまる〈聖地>探索任務。生方ミオ 
の周りでも、怪我人が増えていく。そん 
な中、竜人の大移動援護の任を受けたミ 
才たちは再び、〈代行者〉と出会つた……。 
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発行◎メディアワークス発売◎主婦の友社 


電撃文庫 


五霊闘士才—キ伝 五霊闘士現臨， 


土門弘幸 

イラスト/よしみる 


ISBZ 私 — 07 I 302126 I 5 


片田舎に住む高校生•逢喜は、宇宙から 
_した謎の飛行物体と接触。宇宙人同 
士の戦いに巻き込まれてしまう。第1回 
電撃ゲーム小説大賞〈大賞〉受賞作品。 


五霊闘士才—キ伝 ( 1 ) 暗黒道士復活， 


土門弘幸 

イラスト/よしみる 


IS » N 私 —07 I 302 XNC 9 I 5 


一時の平穏を手にした逢喜。しかし…— 
既に次の敵が！銀河最凶の力を持つ螺 
磁宇、人呼んで「暗黒道主！絶体！ 
命の i と五雲に勝機はあるのか!? 


五霊闢士才—キ伝 (3) 兵魔戦士再襲， 


土門弘幸 

イラスト/よしみる 


ISBZ 私 — 07 I 3〇屯102丨9 


彼が還つてくる！汎銀河、手配 
犯にして「惑星演し」の聞能路。その戦 
闘力と恐るべき秘密に、逢喜は追いつめ 
られ…！，シリ—ズは今、最高潮！ 


EGn ンバツト 

秋山瑞人 

原作•イラスト/☆よしみる 


ISWN 私 — 07 I 309000丨 ^ 


時に西暦2067年。月の訓練校に伝説 
となつたが：^目として帰つてきた！ 
その名もルノア•キササゲ(20)。彼女 
は落ちこぼれ5人組を任されて . 。 


五霊闘士才—キ伝④ 護法剣士閃翔， 


土門弘幸 

イラスト/よしみる 


ISBN 私 — 07 I 30私562 I X 


大切な人…卯爛を取り戻すため！ i はつ 
いに—へ…汎銀河へ旅立つ H 故郷へ帰還 
した g * にも陰謀の手が…！苛烈な運命の 
中、愛を求める少年戦士の神話が今ここに。 



















発行◎メディアワークス発売◎主婦の友社 




DENGEKI 


朗 3 発 0 I 


戀巷 

^mm 


美少女キャラクターが主人公の 
読み切りラブストーリーと、 

描き下ろしイラストを毎月掲載！ 


©1997 TONG KING SHOW 









瓶作品期中〇»«あげ柳龄だ！ 

電歡■ム小 

asm ブロ條！！ 


若 < みずみずしい才能を 5 H 8 し、 

ブロ作家への道を開く新人の登爾鬥、 
それが「ゲーム / J 傲大賞 J だ0 
ファンタジー、ミステリー、 SF 、 伝奇など、 
ジャンルを問わず、 

"おもしろす送るほとおちしろし 
=ゲームづ傲を募集します。 

今こそキミの才能を、 BWE させるときだ ! L 
年齢問わず！ 


• SJ 1=400 字詰め原稿用紙250〜350枚 
•短編=400字詰め原稿用紙40〜80枚 

* 詳しい応願項は、「鼋«」各誌で0 





